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今週のキーワード

超高感度検出
AI・ナノ材料で癌、ウイルス、PFASを早期発見

23
件

記事数

6
カ国

対象国

35
粒子/μL

癌エクソソーム検出感度

25
分

重金属検出時間

今週の全23記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
CRISPRナノセンサー
で食品病原体迅速検出

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

カリフォルニア大がCRISPR-Cas14と磁気ナノ粒子を
統合したカラーベースのナノセンサーを開発。食品由
来病原体を迅速・高感度に現場検出し、食品安全モニ
タリングを革新。

#02
Dexcom、CGMを予防
的ケアへ拡大

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

DexcomがADA 2026でCGMの全糖尿病患者への有用
性を再確認。Steloアプリ早期アクセスとNutrisense
買収で、予防的ケアと代謝健康市場へ拡大する戦略を
強化。

#03
AIウェアラブルセンサ
ーで精密ヘルスケア

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ウェアラブルセンサーとAIの融合が精密ヘルスケアを
推進。汗・涙・唾液・間質液中の多種バイオマーカー
を非侵襲的に連続モニタリングし、早期診断・個別化
医療に貢献。

#04
スマートコンタクトレ
ンズの現状と課題

解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

スマートコンタクトレンズは涙液グルコースと眼圧モ
ニタリングで進展。緑内障用はFDA承認済みだが、高
コスト、快適性、精度、電源が実用化の課題。

#05
精密ヘルスケア向け先
進バイオセンサー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Frontiers誌がナノ材料、電気化学、ウェアラブル、マ
イクロ流体を統合した先進バイオセンサーとバイオエ
レクトロニクスプラットフォームを特集。早期診断と
連続モニタリングを革新。

#06
CRISPR/電気化学バイ
オセンサーで呼吸器ウ
イルスPOCT

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

PubMedレビューが電気化学バイオセンサーとCRISP
Rベースシステムによる呼吸器ウイルス多重検出POCT
の革新を評価。迅速・分散型検査で公衆衛生危機に対
応。

#07
CRISPR/Cas13で大腸
菌O157:H7高感度検出

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

CRISPR/Cas13ベースのワンポットデュアル遺伝子バ
イオセンサーが、大腸菌O157:H7を54 CFU/mLの高
感度で同時検出。食品安全モニタリングを迅速化。

#08
汗中AAをナノザイムウ
ェアラブルでリアルタ
イムモニタリング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

銅配位高分子ナノザイムベースのウェアラブル比色バ
イオセンサーが、汗中のアスコルビン酸を非侵襲的か
つリアルタイムでモニタリング。個別化栄養管理に貢
献。

#09
ナノ材料バイオセンサ
ーが検出限界革新

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

金ナノ粒子、グラフェン、CNTなどのナノ材料ベース
バイオセンサーが、検出限界をナノスケールに引き上
げ、精密診断、環境モニタリング、食品安全を革新。

#10
デノボタンパク質スイ
ッチで比色バイオセン
サー

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

計算設計されたデノボタンパク質スイッチを用いたモ
ジュラー入出力バイオセンサーが、GLP-1、NPY、PY
Yを臨床関連濃度で比色検出。次世代診断ツール開発
へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#11
涙液・汗バイオマーカ
ー多重連続モニタリン
グ

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

無線スマートコンタクトレンズとフレキシブルパッチ
が涙液グルコースと汗中バイオマーカーを多重連続モ
ニタリング。糖尿病性腎症管理に新たな可能性。

#12
培養不要サルモネラ菌
検出バイオセンサー

大学発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ウースター工科大学が培養不要でサルモネラ菌を数時
間で検出する手のひらサイズバイオセンサーを開発。
食品安全管理に革命をもたらす可能性。

#13
GoogleスマートCL血
糖値モニタリング中断

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Googleのスマートコンタクトレンズによる涙液グルコ
ースモニタリングは、血糖値との相関不十分で開発中
断。非侵襲血糖値モニタリングの難しさを示す。

#14
食品病原体検出の進化
：CRISPR-Cas、AIへ

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

食品由来病原体検出は、培養から免疫学的アッセイ、
CRISPR-Cas、AI支援プラットフォームへと進化。迅
速・高感度・携帯性を向上させ食品安全を強化。

#15
AIバイオセンサーで癌
エクソソーム超高感度
検出

企業発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

AI搭載バイオセンサーがMXeneエミッターと近接依存
型シグナル戦略で癌エクソソームを35粒子/μLの超高
感度で検出。癌早期診断を革新。

#16
TFG-DSSで重金属をナ
ノモル迅速検出

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

転写因子ゲート型DNA鎖合成（TFG-DSS）により、
重金属（Cu2+, Pb2+）をナノモル濃度で25分以内に
迅速検出。環境・水質モニタリングを革新。

#17
肝臓癌AFP検出ECLバ
イオセンサーで早期診
断

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

自己触媒促進型ECLバイオセンサーが肝臓癌AFPを血
清サンプルから高感度検出。検出限界を改善し、早期
診断精度向上に貢献。

#18
Grapheal、グラフェン
センサーでPFAS超微
量検出

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Graphealが欧州委員会PFASTプロジェクトでグラフ
ェンセンサーを開発。水中のPFASを超微量リアルタ
イム検出可能にし、水安全管理を革新。

#19
紙ベースPFAS・病原
体検出プラットフォー
ム

大学発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Ebic-HubがDefra訪問で、PFAS・病原体検出向け低
コスト紙ベースプラットフォームを披露。市民参加型
環境モニタリングを推進。

#20
バイオセンサー市場10
の将来トレンド

市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

MarketsandMarketsがバイオセンサー市場の10トレ
ンドを概説。AI、ウェアラブル、非侵襲モニタリング
、POCT、ナノテクノロジーが市場を牽引。

#21
MEMSグラフェンでウ
イルス質量・粒子数同
時測定

大学発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

豊橋技科大等がMEMSとグラフェンを用いた多機能バ
イオセンサーを開発。ウイルス総質量と粒子数を同時
に簡易測定し、迅速な感染症診断や環境モニタリング
を革新。

#22
カフ不要AIスマートウ
ォッチで血圧連続モニ
タリング

大学発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ユタ大等がカフ不要で血圧・血流を連続モニタリング
するAI駆動型スマートウォッチを開発。心血管ケアを
革新し、高血圧管理に貢献。

#23
パーキンソン病治療に
スマホデジタルバイオ
マーカー

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Herantis Pharmaがパーキンソン病治療薬のPhase 2
a試験にIndiviのスマホデジタルバイオマーカーSynap
Trackを導入。客観的疾患評価で個別化医療を推進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶あなたの会社は、次世代の診断技術にどこまで対応できていますか？
CRISPRベースの超高感度検出（#01, #07）、AI統合（#15）、ナノ材料活用（#09, #17）など、バイオセンサー技術
は急速に進化しています。食品安全、感染症、癌早期診断など多岐にわたるこれらの技術革新に対し、自社のR&D;戦略や
製品ポートフォリオは十分な競争力を維持できるでしょうか。

❷非侵襲モニタリングの「聖杯」は、本当に手の届かない夢なのか？
Googleのスマートコンタクトレンズの失敗事例（#13）が示すように、非侵襲血糖値モニタリングは困難な課題です。し
かし、DexcomのCGM市場拡大（#02）やユタ大のカフ不要血圧計（#22）、涙液・汗の多重モニタリング（#11）など
、着実に進歩が見られます。この分野での技術的ブレークスルーはいつ、どこから生まれるでしょうか。

❸環境汚染物質のリアルタイム検出、日本のサプライチェーンは対応可能か？
PFASや重金属の超微量・迅速検出技術（#16, #18, #19）が進展し、特に欧州ではPFAS規制が強化されています（#18
）。日本の製造業は、これらの新たな環境モニタリング要件に対し、迅速かつ低コストで対応できる技術や体制を構築で
きているでしょうか。新たな検査需要へのビジネス機会も検討すべきです。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

日本発ウイルス 癌早期診断

CGM市場拡大

PFAS検出

食品安全 AI/ウェアラブル

非侵襲血糖

重金属検出

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 日本発ウイルス 機会大 感染症診断・環境モニタリングの国際的リーダーシップ —

● 癌早期診断 注意 液体生検市場への参入、診断精度向上 既存診断薬市場の陳腐化、技術キャッチアップの遅れ

● CGM市場拡大 注意 予防医療・ウェルネス市場への参入、新サービス開発 既存医療機器メーカーの競争激化、ビジネスモデル変革

● PFAS検出 注意 環境モニタリング市場への参入、新材料開発 欧州規制強化への対応遅れ、技術導入コスト

● 食品安全 機会大 食品安全管理の効率化、輸出競争力強化 —

● AI/ウェアラブル 注意 精密ヘルスケア、新デバイス開発、材料供給 技術開発競争激化、異業種からの参入

● 非侵襲血糖 脅威大 — 非侵襲モニタリングの技術的困難さ、過度な期待の危険性
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● 重金属検出 機会大 環境モニタリング市場への参入、水質管理技術 —
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深掘り ① ― 日本発！MEMSグラフェンでウイルス総質量・粒子数を同時測定
#21 | 2026/06/04 | Science Japan | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

豊橋技術科学大学、産総研、東洋大学の研究チームが、MEMSと単層グラフェンを統合した多機能バイオセンサーを開
発しました。この電流駆動型共振センサーは、グラフェンに吸着したウイルス粒子の総質量（ゼプトグラムレベル）と
粒子数を同時に測定できる画期的な技術です。汚染物質が存在してもコロナウイルスのような標的ウイルスを特異的に
検出可能で、迅速な感染症診断や環境モニタリングに革命をもたらす可能性を秘めています。

MEMS技術による微小共振器の質量変化検出と、グラフェンの高表面積・高感度特性を組み合わせることで、従来の検
出法よりも迅速かつポータブルなウイルス検出を実現。検出限界は数十粒子/μLレベルと非常に低く、感染初期段階で
の診断や環境中の微量ウイルス検出に貢献します。日本発の研究として、国際的な公衆衛生危機への対応能力を大幅に
強化する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】このMEMSグラフェンセンサーは、ウイルス検出において「質量」と「粒子数」とい
う異なる物理量を同時に測定できる点が画期的です。従来のPCRのような核酸検出では「存在の有無」
や「コピー数」は分かりますが、物理的な粒子数や総質量をリアルタイムで把握できるのは、感染ダイ
ナミクスの理解や環境中のウイルス負荷評価において新たな視点を提供します。ただし、ゼプトグラム
レベルの質量変化を安定して検出するには、ノイズ対策や環境変動への耐性が重要です。実用化には、
サンプル前処理の簡素化、多種ウイルスへの対応、そして長期安定性の検証が課題となるでしょう。日
本発の技術として、国内の医療機器メーカーや検査機関にとっては、感染症診断市場における【機会】
を創出する一方、海外の競合が追随する【脅威】も考慮し、早期の技術導入・共同開発を検討すべきで
す。

深掘り ② ― AI搭載バイオセンサーで癌エクソソームを超高感度検出
#15 | 2026/05/29 | Omnicuris | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

AIを搭載した超高感度エクソソーム検出バイオセンサーが開発され、癌の早期診断を革新する可能性を秘めています。
このプラットフォームは、マトリックス強化型Cp-Pt-TiCT MXeneエミッターと近接依存型シグナル戦略を統合し、わ
ずか35粒子/μLという驚異的な検出限界を達成。サポートベクターマシン（SVM）アルゴリズムを組み込むことで、異
なる癌細胞株由来のエクソソーム表現型を自動的に識別できます。

MXeneナノ材料の高い電気伝導性と表面積、Cp-Ptナノ粒子の触媒活性がシグナル増強に寄与。近接依存型シグナル戦
略により、エクソソーム結合時のシグナル変化を劇的に増幅します。この超高感度とAIによる識別能力は、血液などの
体液中にごく微量しか存在しない初期癌由来エクソソームの検出を可能にし、非侵襲的な液体生検の精度とアクセス性
を劇的に向上させます。
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▶ 技術者の視点

【技術者の視点】35粒子/μLという検出限界は、癌の超早期診断において非常に有望な数値であり、液
体生検の「聖杯」に一歩近づいたと言えます。MXeneと貴金属ナノ粒子の複合化、そして近接依存型シ
グナル戦略は、シグナル増幅の新たなアプローチとして注目されます。AIによるエクソソーム表現型の
自動識別は、診断の客観性と効率性を高める上で不可欠です。しかし、この技術の臨床応用には、大規
模な患者コホートでの検証、異なる癌種における特異性と感度の評価、そして体液中の複雑なマトリッ
クス効果への対応が課題となります。また、MXene材料の生体適合性や長期安定性も考慮が必要です。
日本の診断薬メーカーや医療機器メーカーにとっては、この超高感度技術は癌早期診断市場における大
きな【機会】ですが、技術キャッチアップの遅れは既存事業の【脅威】となり得ます。材料メーカーは
MXene関連材料への投資を検討すべきです。
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深掘り ③ ― Dexcom、CGMを予防的ケアへ拡大：SteloアプリとNutrisense買収で市場を再定義
#02 | 2026/06/04 | DexCom, Inc. | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Dexcomは、ADA 2026でCONNECTランダム化比較試験の結果を発表し、非インスリン使用の2型糖尿病患者における
CGMの有用性を再確認しました。さらに、同社は再設計されたSteloアプリの早期アクセスを開始し、パーソナライズ
された栄養指導を提供するNutrisense社の買収を発表。これにより、CGMの適用範囲を糖尿病管理から早期介入と予防
的ケアに拡大する戦略を強化しています。

新SteloアプリはFDA承認済みで、AI駆動型のコーチングとパーソナライズされたサマリーを提供。Nutrisenseの買収
により、DexcomはCGMデバイスだけでなく、登録栄養士による栄養指導や行動科学に基づいたサポートプログラムを
統合し、包括的な代謝健康プラットフォームを提供します。これは、CGMが従来の疾患管理ツールから、予防的ヘルス
ケアとウェルネスのためのデータ駆動型プラットフォームへと進化していることを示唆しています。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】Dexcomの戦略は、CGM市場の大きな転換点を示しています。従来のインスリン使用
者向けから、非インスリン使用の2型糖尿病患者、さらには一般の代謝健康に関心のある層へとターゲ
ットを拡大する動きは、市場規模を劇的に広げる【機会】です。特に、AIを活用したパーソナライズさ
れた栄養指導とCGMデータの統合は、データドリブンな予防医療の実現に向けた重要な一歩と言えます
。ただし、この分野にはAppleやGoogleといった大手テック企業も参入しており、競争は激化するでし
ょう。日本の医療機器メーカーやヘルスケアサービスプロバイダーは、単なるデバイス提供に留まらず
、データ解析、AIコーチング、栄養指導といった包括的なソリューション提供へのビジネスモデル変革
を急ぐ必要があります。このトレンドに乗り遅れることは、既存市場の【脅威】となり得ます。

その他の注目記事
Grapheal、グラフェンセンサーでPFAS超微量検出 (CORDIS)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

グラフェンセンサーによるPFASの超微量リアルタイム検出は、欧州の厳格な水質規制に対応する上で重要。日本の環
境モニタリング技術にも波及する可能性が高い。

CRISPR/電気化学バイオセンサーで呼吸器ウイルスPOCT (PubMed)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

CRISPRと電気化学バイオセンサーの組み合わせは、呼吸器ウイルスの多重検出をPOCTで実現し、次なるパンデミック
への備えとして極めて重要。

カフ不要AIスマートウォッチで血圧連続モニタリング (University of Utah)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

カフ不要・キャリブレーション不要の連続血圧モニタリングは、高血圧管理に革命をもたらす可能性。AIによる信頼性
の高いデータ提供が鍵となる。

CRISPR/Cas13で大腸菌O157:H7高感度検出 (JACS Au)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

デュアル遺伝子検出とワンポットCRISPR/Cas13システムにより、食品由来病原体を高感度かつ迅速に検出。食品安全
分野での実用化が期待される。

バイオセンサー市場10の将来トレンド (MarketsandMarkets Blog)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

AI、ウェアラブル、非侵襲モニタリング、POCT、ナノテクノロジーがバイオセンサー市場の主要トレンド。自社の事
業戦略を見直す上で必読の市場概観。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】日本発のMEMSグラフェンセンサー (#21) の詳細を調査し、自社技術との連携可能性を検討。特に
ウイルス検出感度と多重検出能力に注目し、初期評価レポートを作成。

• 【経営企画】DexcomのNutrisense買収 (#02) を分析し、CGM市場における予防的ケア・ウェルネス領域への
参入戦略を評価。自社の事業機会を検討し、関連部門と情報共有。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】CRISPRベースのバイオセンサー (#01, #06, #07) の最新動向を深掘りし、食品安全・感染症診断
への応用可能性を評価。特にワンポット検出や多重検出技術に注目し、技術ロードマップへの影響を検討。

• 【調達・購買】PFAS検出技術 (#18, #19) の進展を注視し、欧州の規制強化が日本のサプライチェーンに与え
る影響を評価。代替材料や検査体制の検討を開始し、リスク評価を実施。

• 【R&D;】AIとナノ材料を統合した超高感度バイオセンサー (#15, #17) の癌早期診断への応用を調査。液体生
検市場における自社の競争優位性構築の可能性を探り、専門家との意見交換を設定。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】非侵襲モニタリング技術（スマートコンタクトレンズ、ウェアラブルセンサー）の課題と進展 (#04,
#11, #13, #22) を継続的に追跡。特にAIによるデータ解析と多重バイオマーカー検出の統合に注目し、次世代
ヘルスケアデバイスのロードマップを策定。

• 【経営企画】バイオセンサー市場全体のトレンド (#20) を踏まえ、AI、ウェアラブル、POCT、環境モニタリ
ングなど、複数の成長領域における事業ポートフォリオ戦略を再評価。M&A;や提携の可能性も視野に入れる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-06
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収録記事一覧

#01 USDA助成金：カリフォルニア大学リバーサイド校がCRISPR-Cas14とナノ粒子を統合し食品由
来病原体検出を迅速化

#02 Dexcom、ADA 2026でCGMの全糖尿病患者への有用性を再確認、SteloアプリとNutrisense買

収で予防的ケアへ拡大

#03 AI活用ウェアラブルセンサーが汗・涙・唾液・間質液の多種バイオマーカー連続モニタリングで
精密ヘルスケアを推進

#04 スマートコンタクトレンズの現状：涙液グルコースと眼圧モニタリングの進展と課題

#05 フロンティア誌特集：精密ヘルスケア向け先進バイオセンサーとバイオエレクトロニクスプラッ
トフォームが早期診断と連続モニタリングを革新

#06 PubMedレビュー：電気化学バイオセンサーとCRISPRベースシステムが呼吸器ウイルス多重検
出のPOCTを変革

#07 CRISPR/Cas13ベースのデュアル遺伝子バイオセンサー、大腸菌O157:H7を54 CFU/mLの高感
度で同時検出

#08 ウェアラブル比色バイオセンサー、銅配位高分子ナノザイムで汗中のアスコルビン酸を非侵襲的

かつリアルタイムモニタリング

#09 ナノ材料ベースバイオセンサー：金ナノ粒子、グラフェン、CNTが検出限界をナノスケールに引
き上げ、精密診断・環境モニタリング・食品安全を革新

#10 デノボタンパク質スイッチを用いたモジュラー入出力バイオセンサー：GLP-1、NPY、PYYを比
色検出可能に

#11 スマートコンタクトレンズとフレキシブルパッチが涙液グルコースと汗中バイオマーカーを多重
連続モニタリング、糖尿病性腎症管理へ

#12 ウースター工科大学が培養不要のサルモネラ菌検出用手のひらサイズバイオセンサーを発表、食
品安全を革新

#13 Googleスマートコンタクトレンズの血糖値モニタリング、涙液と血糖値の相関不十分で開発中断

#14 MDPIレビュー：食品由来病原体検出は培養から免疫学的アッセイ、CRISPR-Cas、AI支援プラ

ットフォームへと進化

#15 AI搭載バイオセンサーがマトリックス強化型MXeneエミッターと近接依存型シグナル戦略で癌エ
クソソームを35粒子/μLの超高感度で検出

#16 バイオRxiv速報：転写因子ゲート型DNA鎖合成により重金属（Cu2+, Pb2+）をナノモル濃度で
25分以内に迅速検出、環境・水質モニタリングを革新

#17 肝臓癌AFP検出向け自己触媒促進型ECLバイオセンサーが検出限界を改善し早期診断精度を向上



#18 Grapheal、欧州委員会PFASTプロジェクトでグラフェンセンサーを開発：水中のPFASをリアル
タイムかつ超微量検出

#19 Ebic-Hub、Defra訪問でPFAS・病原体検出向け低コスト紙ベースプラットフォームを披露、市民

参加型モニタリングへ

#20 MarketsandMarketsブログ：バイオセンサー市場を牽引するAI、ウェアラブル、非侵襲モニタ
リング、POCTなど10の将来トレンド

#21 豊橋技術科学大学、産総研、東洋大学がMEMSとグラフェンでウイルス総質量と粒子数を同時に
簡易測定する多機能バイオセンサーを開発

#22 ユタ大学・イリノイ大学シカゴ校が共同開発：カフ不要の血圧と血流を連続モニタリングするAI
駆動型ウェアラブルスマートウォッチで心血管ケアを革新

#23 Herantis Pharma、パーキンソン病HER-096 Phase 2a試験にIndiviのスマートフォンデジタル
バイオマーカーSynapTrackを導入し客観的疾患評価へ



USDA助成金：カリフォルニア大学リバーサイド校が
CRISPR-Cas14とナノ粒子を統合し食品由来病原体検出を
迅速化

概要

カリフォルニア大学リバーサイド校の研究者が、USDAから59万ドルの助成金を受け、

食品由来病原体を検出するカラーベースのナノセンサー開発に着手しました。この4年
間のプロジェクトは、CRISPR-Cas14とG4 DNAzymeを連結した磁気ナノ粒子を組み合
わせた新しいバイオセンサーを開発し、食料サプライチェーンにおけるサルモネラ菌

や大腸菌O157:H7などの病原体を迅速かつ高感度に検出することを目指しています。
従来のラボベースの検査に比べて大幅に時間を短縮し、特別な機器を必要としないた
め、現場での食品安全モニタリングに革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月03日  University of California, Riverside  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学リバーサイド校の研究チームは、米国農務省（USDA）から59万ド
ルの助成金を得て、食品由来病原体を迅速かつ高感度に検出するカラーベースのナノセ
ンサーの開発に着手しました。この画期的な技術は、食料サプライチェーン全体の安全
性を向上させることを目的としており、従来の検査手法に比べて検出時間を劇的に短縮
します。

技術・臨床詳細

この4年間の研究プロジェクトでは、CRISPR-Cas14遺伝子編集技術とG4 DNAzymeを連
結した磁気ナノ粒子を組み合わせたバイオセンサーが開発されます。CRISPR-Cas14は、
特定のDNA配列を認識して標的病原体の存在を検出する強力なツールです。このシステ
ムでは、標的となる病原体のDNA（例えばサルモネラ菌や大腸菌O157:H7）が存在する
と、G4 DNAzymeの作用により色素が変化し、目視で確認できる色の変化を通じて病原
体の存在が示されます。磁気ナノ粒子は、サンプルから病原体を効率的に分離・濃縮す
るために使用され、感度を向上させます。この「ワンポット」検出アプローチは、複雑
なラボ機器や熟練した技術者を必要とせず、農場、加工工場、さらにはレストランな
ど、様々な現場環境での使用に適しています。現在、食品由来病原体の検出には数日か
かることが一般的ですが、このナノセンサーは検出時間を数時間から数分に短縮するこ
とを目指しています。

背景・業界文脈

食品由来病原体は、毎年数百万人の疾病を引き起こし、食品産業に数十億ドルの経済的
損失をもたらしています。現在の標準的な検出方法は、培養ベースの時間がかかる方法
や、高価で複雑な機器を必要とする分子生物学的手法に依存しています。これにより、
汚染された食品が市場に出回るリスクが高まり、大規模なリコールや健康被害につなが
る可能性があります。この新しいナノセンサーは、迅速かつ低コストで現場でのスクリ
ーニングを可能にすることで、食料安全保障における未だ満たされていない大きなニー
ズに応えるものです。



今後の展望

カリフォルニア大学リバーサイド校の研究チームは、このバイオセンサーのプロトタイ
プを開発し、最終的には商業化を目指しています。この技術が成功すれば、食料サプラ
イチェーン全体でのリアルタイムモニタリングが実現し、汚染の早期発見と拡散防止に
貢献します。また、食品安全以外の分野、例えば環境モニタリングや臨床診断への応用
も期待されており、ナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合がもたらす広範な影
響を示唆しています。

元記事: https://engr.ucr.edu/news/2026/06/03/new-usda-funded-research-targets-faster-foodborne-

pathogen-detection

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engr.ucr.edu/news/2026/06/03/new-usda-funded-research-targets-faster-foodborne-pathogen-detection
https://engr.ucr.edu/news/2026/06/03/new-usda-funded-research-targets-faster-foodborne-pathogen-detection


Dexcom、ADA 2026でCGMの全糖尿病患者への有用性を
再確認、SteloアプリとNutrisense買収で予防的ケアへ拡
大

概要

Dexcomは、ADA 2026で、CONNECTランダム化比較試験の好意的な結果を発表し、非

インスリン使用の2型糖尿病患者におけるCGMの有用性を改めて示しました。さら
に、同社は再設計されたSteloアプリの早期アクセスを開始し、パーソナライズされた
栄養指導を提供するNutrisense社の買収を発表することで、CGMの適用範囲を早期介

入と予防的ケアに拡大する戦略を強化しています。この動きは、糖尿病管理を超え
て、より広範な代謝健康とウェルネス市場への参入を目指すDexcomの意欲を示すもの
です。

公開日 2026年06月04日  DexCom, Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcomは、アメリカ糖尿病協会（ADA）2026科学セッションにおいて、持続血糖モニ
タリング（CGM）がインスリンを使用していない2型糖尿病患者を含むすべての糖尿病
患者に利益をもたらすことを再確認する新たな臨床所見を発表しました。また、同社
は、早期介入と予防的ケアへの取り組みを強化するため、刷新されたSteloアプリの早期
アクセス開始と、パーソナライズされた栄養教育とコーチングを提供するNutrisense社
の買収という、戦略的な製品およびビジネスの進展を発表しました。

技術・臨床詳細

CONNECT無作為化比較試験の結果では、CGMがインスリン非使用の2型糖尿病患者にお
いて、血糖コントロールの改善、HbA1cの低下、タイム・イン・レンジ（TIR）の増加
に寄与することが示されました。これは、CGMが糖尿病の早期段階においても有用なツ
ールであることを明確に裏付けるものです。新しく再設計されたSteloアプリは、FDA承
認済みで、非インスリン使用者を主なターゲットとしており、AI駆動型のコーチングと
パーソナライズされたサマリーを提供することで、ユーザーが自身のグルコースデータ
をより効果的に理解し、行動変容を促します。一方、Nutrisense社の買収は、Dexcom
がCGMデバイスだけでなく、登録栄養士による栄養指導や行動科学に基づいたサポート
プログラムを統合し、包括的な代謝健康プラットフォームを提供する方向性を示してい
ます。これにより、ユーザーはグルコースデータに基づいた個別化された食事とライフ
スタイルのアドバイスを受けられるようになります。

背景・業界文脈

糖尿病ケアの分野では、CGM技術が広く普及していますが、その多くはインスリン依存
性の糖尿病患者に焦点を当ててきました。しかし、非インスリン使用の2型糖尿病患者
や、代謝健康に関心のある一般人へのCGMの適用拡大は、大きな市場機会として認識さ
れています。Dexcomの今回の発表は、この広範な市場セグメントへの戦略的なコミッ
トメントを示すものであり、CGMが従来の疾患管理ツールから、予防的ヘルスケアとウ
ェルネスのためのデータ駆動型プラットフォームへと進化していることを示していま
す。Nutrisenseの買収は、AppleやGoogleなどの大手テック企業がウェアラブルとデジ
タルヘルス市場に参入する中で、Dexcomが単なるデバイスメーカーではなく、包括的
なヘルスソリューションプロバイダーとしての地位を確立しようとしていることを物語
っています。



今後の展望

Steloアプリの早期アクセスとNutrisenseの統合により、Dexcomは予防的ケアとパーソ
ナライズされた健康管理におけるCGMの役割をさらに拡大することを目指しています。
今後、Dexcomはより多様なユーザー層にリーチし、CGMデータを活用した健康改善プ
ログラムを強化するでしょう。この戦略は、慢性疾患の予防と早期介入に重点を置く現
代医療のトレンドと一致しており、長期的にDexcomの市場リーダーシップを強化する
可能性があります。競合他社も同様の多角的アプローチを模索すると予想され、CGM市
場はさらに活発化すると見られます。

元記事: https://investors.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Reaffirms-CGM-Benefits-for-All-

People-With-Diabetes-and-Continues-Momentum-Toward-Earlier-Stage-Intervention-and-Preventative-

Care-at-ADA-2026/default.aspx

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investors.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Reaffirms-CGM-Benefits-for-All-People-With-Diabetes-and-Continues-Momentum-Toward-Earlier-Stage-Intervention-and-Preventative-Care-at-ADA-2026/default.aspx
https://investors.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Reaffirms-CGM-Benefits-for-All-People-With-Diabetes-and-Continues-Momentum-Toward-Earlier-Stage-Intervention-and-Preventative-Care-at-ADA-2026/default.aspx
https://investors.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Reaffirms-CGM-Benefits-for-All-People-With-Diabetes-and-Continues-Momentum-Toward-Earlier-Stage-Intervention-and-Preventative-Care-at-ADA-2026/default.aspx


AI活用ウェアラブルセンサーが汗・涙・唾液・間質液の多
種バイオマーカー連続モニタリングで精密ヘルスケアを推
進

概要

ウェアラブルセンサーとAIの融合が精密ヘルスケアの未来を大きく変えています。こ

のレビューでは、汗、涙、唾液、間質液などの体液中の生化学マーカーを非侵襲的に
連続モニタリングする電気化学および光学バイオセンサーの最新進展に焦点を当てて
います。これにより、代謝物、細菌、ホルモンなどの多種多様なバイオマーカーのリ

アルタイムモニタリングが可能になり、AIによるデータ解析がリモート患者モニタリ
ングの精度と信頼性を大幅に向上させ、医療グレードのウェアラブルデバイスの役割
を確立しています。この技術は、早期診断から個別化医療まで、広範な臨床応用が期

待されます。

公開日 2026年05月28日  ScienceDirect (via ResearchGate)  不明



詳細

主要成果

ウェアラブルセンサーと人工知能（AI）の統合は、精密ヘルスケアの分野に革命をもた
らし、生体液中の多種多様なバイオマーカーを非侵襲的かつ連続的にモニタリングする
新たな可能性を開いています。特に、汗、涙、唾液、間質液といった体液から、代謝
物、細菌、ホルモンなどをリアルタイムで検出する電気化学および光学バイオセンサー
の進展が注目されています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、電気化学バイオセンサーが、生体液中のターゲット分子との反応に
よって電流や電圧の変化を測定する原理に焦点を当てています。一方、光学バイオセン
サーは、蛍光、吸光度、または表面プラズモン共鳴の変化を介して分子の存在を検出し
ます。これらのセンサーは、それぞれ独自の高感度と選択性を持ち、微量のバイオマー
カーでも正確に検出できる能力が向上しています。AIは、センサーから得られる膨大な
時系列データを解析し、ノイズ除去、パターン認識、異常検出、および疾患予測モデル
の構築に不可欠な役割を果たします。例えば、多変量解析や機械学習アルゴリズムを用
いることで、複数のバイオマーカーから複合的な健康状態を評価し、初期段階の疾患兆
候や治療反応をより正確に識別することが可能になります。これにより、従来の単一バ
イオマーカーに依存した診断に比べて、より包括的で精度の高い健康モニタリングが実
現します。この技術は、糖尿病患者の血糖値、感染症患者の炎症マーカー、ストレスレ
ベルを示すホルモンなど、幅広い指標の継続的なトラッキングに応用されています。

背景・業界文脈

現代医療は、受動的な治療から能動的な予防と個別化医療へと移行しており、その中で
ウェアラブル技術は重要な役割を担っています。しかし、従来のウェアラブルデバイス
は主に活動量や心拍数といった物理的指標に限定されており、生化学的情報へのアクセ
スは困難でした。生体液ベースのバイオセンサーの発展は、このギャップを埋め、患者
が自宅や日常生活の中で医療グレードのデータを得ることを可能にします。AIの統合
は、センサーデータの解釈を強化し、医師が遠隔地の患者の健康状態を継続的に評価
し、早期介入を促すことを可能にするため、遠隔医療や個別化された治療戦略の発展に
不可欠な要素となっています。



今後の展望

多機能ウェアラブルセンサーとAIのさらなる統合により、将来のヘルスケアは、より予
測的、予防的、個別化されたものになるでしょう。この技術は、慢性疾患の継続的なモ
ニタリング、感染症の早期発見、アスリートのパフォーマンス最適化、高齢者の見守り
など、幅広い分野での応用が期待されています。課題としては、センサーの小型化、バ
ッテリー寿命の延長、生体適合性の向上、そしてプライバシーとデータセキュリティの
確保が挙げられますが、急速な技術進歩により、これらの課題は着実に克服されつつあ
ります。最終的には、ウェアラブルAIバイオセンサーは、患者が自身の健康をより良く
管理し、医療提供者がよりパーソナライズされたケアを提供するための強力なツールと
なるでしょう。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/405284832_Improving_multimodal_wearable_sensing_for_healthcare

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/405284832_Improving_multimodal_wearable_sensing_for_healthcare_with_artificial_intelligence


スマートコンタクトレンズの現状：涙液グルコースと眼圧
モニタリングの進展と課題

概要

スマートコンタクトレンズは、視力矯正を超え、涙液中のグルコースレベルや眼圧を
非侵襲的にモニタリングする機能を持つデバイスとして開発が進んでいます。緑内障
の眼圧モニタリング用デバイスSensimed Triggerfishは既にFDAの承認を得ており、糖

尿病患者のグルコース管理への応用も大きな期待を集めています。しかし、高コス
ト、装用時の快適性、センサーの精度、小型電源の確保などが、広範な実用化に向け
た主要な課題として残されています。

公開日 2026年06月01日  EyeWiki  不明



詳細

主要成果

スマートコンタクトレンズは、単なる視力矯正器具から、生体情報を非侵襲的に連続モ
ニタリングする高度な医療デバイスへと進化を遂げています。特に、涙液中のグルコー
ス濃度測定による糖尿病管理と、緑内障患者の眼圧モニタリングの分野で大きな進展が
見られ、一部のデバイスは既にFDA承認を取得しています。

技術・臨床詳細

スマートコンタクトレンズは、微細なセンサー、集積回路、ワイヤレス通信モジュー
ル、そして極小バッテリーを薄い生体適合性レンズに組み込むことで機能します。糖尿
病患者向けには、涙液中に存在する微量のグルコースを電気化学的または光学的に検出
するセンサーが組み込まれています。初期のプロトタイプでは、涙液グルコースと血糖
値の相関が不安定であるという課題に直面しましたが、最新の研究ではセンサーの感度
と特異性が向上し、より信頼性の高いデータ取得が可能になりつつあります。緑内障の
分野では、Sensimed Triggerfishが既にFDAの承認を受けており、24時間にわたる眼圧変
動を測定することで、医師が疾患の進行をより正確に評価し、治療計画を最適化するの
に役立っています。このデバイスは、圧迫による角膜の形状変化を検出し、そのデータ
をワイヤレスで外部デバイスに送信します。さらに、涙液中の乳酸、尿酸、電解質、さ
らには感染症のバイオマーカーを検出する多機能スマートレンズの開発も進められてお
り、個別化されたヘルスモニタリングの可能性を広げています。

背景・業界文脈

従来の糖尿病管理は、侵襲的な指先採血や皮下埋め込み型CGMが主流であり、患者にと
って身体的・精神的な負担が大きいという課題がありました。スマートコンタクトレン
ズは、この課題を解決し、より快適で継続的なモニタリングソリューションを提供する
ことで、患者の自己管理を向上させる可能性を秘めています。緑内障患者の眼圧モニタ
リングにおいても、従来の病院での単回測定では捉えきれない日内変動を把握できるた
め、より精密な診断と治療が可能になります。しかし、これらの技術の商業化には、製
造コストの削減、レンズの耐久性と快適性の向上、そして小型ながら十分な駆動時間を
確保できる電源技術の革新が不可欠です。



今後の展望

スマートコンタクトレンズ技術は、糖尿病や緑内障にとどまらず、将来的にはドライア
イの診断、アレルギー反応のモニタリング、さらには脳震盪や神経変性疾患の早期兆候
検出など、多岐にわたるヘルスケア分野への応用が期待されています。Google

（Verily）が過去に涙液グルコースセンサーの開発を中断した事例は、この技術が直面
する課題の複雑さを示していますが、現在、多くの大学やスタートアップが材料科学、
マイクロエレクトロニクス、AIの進歩を活用してこれらの課題を克服しようと取り組ん
でいます。規制当局の承認プロセスも、ウェアラブル医療デバイスの信頼性を確保する
上で重要な要素となり、将来の市場拡大に影響を与えるでしょう。

元記事: https://specialty.vision/article/smart-contact-lenses-for-dynamic-vision/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://specialty.vision/article/smart-contact-lenses-for-dynamic-vision/


フロンティア誌特集：精密ヘルスケア向け先進バイオセン
サーとバイオエレクトロニクスプラットフォームが早期診
断と連続モニタリングを革新

概要

Frontiersの研究トピックは、機能性ナノ材料、電気化学的変換、ウェアラブル・イン

プラントデバイス、マイクロ流体ラボオンチップシステムの統合を通じて、精密ヘル
スケアを再構築する先進バイオセンサーとバイオエレクトロニクスプラットフォーム
の進展を特集しています。これらの技術は、早期診断、継続的な患者モニタリング、

分散型検査のための次世代ヘルスケア能力を大幅に拡張し、データ駆動型アプローチ
がシグナル解釈を改善し、より正確な臨床意思決定を支援しています。これにより、
個別化された治療戦略と予防的介入がより実現可能になります。

公開日 2026年06月02日  Frontiers  不明



詳細

主要成果

「Frontiers」誌の最新研究トピックは、精密ヘルスケアの未来を形作る先進バイオセン
サーとバイオエレクトロニクスプラットフォームの統合的進展に焦点を当てています。
機能性ナノ材料の活用、革新的な電気化学的変換メカニズム、そしてウェアラブルおよ
びインプラント可能なデバイスの進化が、早期診断、リアルタイムモニタリング、そし
て分散型医療検査の能力を飛躍的に向上させています。

技術・臨床詳細

この研究トピックで紹介されている技術は、主に以下の要素を組み合わせることでその
性能を発揮します：

機能性ナノ材料: 金ナノ粒子、グラフェン、カーボンナノチューブ、量子ドットなど
のナノ材料は、センサーの表面積を劇的に増加させ、検出限界をフェムトモルからピ
コモル範囲まで押し下げ、感度と選択性を大幅に向上させます。これにより、血液や
体液中のごく微量のバイオマーカー（例：癌細胞由来エクソソーム、早期感染症マー
カー）を検出できるようになります。

電気化学的変換: 抵抗、電流、電圧、インピーダンスの変化を測定することで、バイ
オ認識イベント（例：抗原-抗体結合、DNAハイブリダイゼーション）を電気信号に
変換します。この方法は、費用対効果が高く、小型化に適しているため、ポイントオ
ブケア（POCT）デバイスに広く応用されています。

ウェアラブル・インプラントデバイス: スマートウォッチ、皮膚パッチ、コンタクト
レンズ、埋め込み型センサーなどが、生体液（汗、涙、間質液）中のグルコース、乳
酸、電解質、薬物濃度などを連続的に非侵襲または低侵襲でモニタリングします。こ
れにより、慢性疾患管理、アスリートのパフォーマンス最適化、高齢者の健康見守り
などが可能になります。

マイクロ流体ラボオンチップシステム: 非常に小さなチップ上でサンプル前処理、反
応、検出といった複数のラボ機能を統合し、サンプルの消費量を最小限に抑え、分析
時間を短縮します。これにより、迅速な感染症診断や多重バイオマーカー分析が可能
になります。



データ駆動型アプローチとAI（人工知能）の統合は、これらのプラットフォームのシグ
ナル解釈を大幅に改善し、ノイズの低減、パターン認識、異常検出を通じて、より正確
で信頼性の高い臨床意思決定を支援します。例えば、多変量解析や機械学習モデルが、
複雑なバイオマーカープロファイルから疾患の早期兆候を抽出し、個別化された治療戦
略を推奨します。

背景・業界文脈

精密ヘルスケアは、患者一人ひとりの遺伝子、環境、ライフスタイルに基づいたオーダ
ーメイドの医療を提供することを目指しています。しかし、そのためには、患者の健康
状態に関する網羅的でリアルタイムなデータが不可欠です。従来の医療診断は、特定の
時点での検査結果に依存しがちであり、疾患の進行や治療反応の動的な変化を捉えるの
が困難でした。先進バイオセンサーとバイオエレクトロニクスプラットフォームは、こ
の課題を克服し、継続的なデータ収集と個別化されたインサイトを提供することで、精
密医療の実現に向けた重要な基盤を築いています。

今後の展望

これらの技術は、早期癌診断、神経変性疾患のモニタリング、感染症の迅速診断、薬物
反応の最適化など、幅広い医療分野に革命をもたらす可能性があります。特に、POCT

診断と遠隔患者モニタリングの需要が高まる中で、これらのプラットフォームは医療ア
クセスを向上させ、医療コストを削減する可能性を秘めています。今後の研究は、セン
サーの生体適合性、長期安定性、さらにはセキュリティとプライバシー保護の強化に焦
点が当てられるでしょう。最終的には、これらの統合された技術が、より予防的で個別
化された、データ駆動型ヘルスケアシステムへの移行を加速させることが期待されま
す。

元記事: https://www.frontiersin.org/research-topics/79193/advanced-biosensors-and-bioelectronic-

platforms-for-precision-healthcare

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/research-topics/79193/advanced-biosensors-and-bioelectronic-platforms-for-precision-healthcare
https://www.frontiersin.org/research-topics/79193/advanced-biosensors-and-bioelectronic-platforms-for-precision-healthcare


PubMedレビュー：電気化学バイオセンサーとCRISPRベ
ースシステムが呼吸器ウイルス多重検出のPOCTを変革

概要

このPubMedレビューは、電気化学バイオセンサー、CRISPRベースの検出システム、
および新興のPOCT診断プラットフォームが、呼吸器ウイルス病原体の多重検出をどの
ように革新しているかを評価しています。バイオセンサーは、特に分散型および迅速

検査の環境において、既存のラボベースの方法を補完する大きな可能性を秘めている
と結論付けています。SARS-CoV-2パンデミックの経験から、迅速かつ正確な現場診断
の必要性が浮き彫りになり、これらの技術が次の公衆衛生危機への備えに不可欠であ

ることが強調されています。

公開日 2026年06月01日  PubMed (Expert Review of Molecular Diagnostics)  不明



詳細

主要成果

PubMedに掲載されたレビューは、電気化学バイオセンサー、CRISPRベースの検出シス
テム、および新興のポイントオブケア（POCT）診断プラットフォームが、呼吸器ウイ
ルス病原体の多重検出において変革的なツールとして機能することを評価しています。
これらのバイオセンサー技術は、既存のラボベースの診断法を補完し、特に分散型およ
び迅速検査の環境で、診断速度とアクセスを向上させる大きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、主に以下の3つの主要な技術分野が強調されています。

電気化学バイオセンサー：これらのセンサーは、呼吸器ウイルスの核酸や抗原などの
特定のバイオマーカーに結合すると、電気信号（電流、電圧、インピーダンスなど）
の変化を生成します。高い感度と選択性、そして小型化が容易であるという利点があ
り、低コストで現場展開可能なデバイスに統合できます。

CRISPRベースの検出システム：Cas12やCas13などのCRISPR関連酵素は、標的となる
ウイルスの遺伝物質（DNAまたはRNA）を特異的に認識し、結合することで、レポ
ーター分子の非特異的切断を誘発します。これにより、蛍光や比色などの視覚的に読
み取り可能な信号が生成され、非常に高い感度と特異性でウイルスを検出できます。
Isothermal増幅技術との組み合わせにより、PCRのようなサーマルサイクリングを必
要とせず、迅速な検出が可能です。

新興POCT診断プラットフォーム：これらの技術は、マイクロ流体チップ、ペーパー
ベースアッセイ、スマートフォンプラットフォームと統合され、複雑なラボ機器や専
門知識なしに、患者の診療所、薬局、または自宅で迅速な診断を可能にします。多重
検出能力により、インフルエンザ、RSウイルス、SARS-CoV-2など、複数の呼吸器ウ
イルスを同時に区別できます。

これらの技術の組み合わせにより、単一のサンプルから複数のウイルスを同時に迅速に
検出できるため、症状が重複する呼吸器疾患の鑑別診断が容易になります。検出限界は
通常、ウイルス遺伝子コピー数またはウイルス粒子数で示され、高感度であるため感染
初期段階での検出も可能にします。



背景・業界文脈

SARS-CoV-2パンデミックは、迅速かつ正確な呼吸器ウイルス診断の重要性を浮き彫り
にしました。従来のPCR検査は高感度ですが、時間がかかり、集中型ラボに依存するた
め、大規模な感染症発生時に対応が間に合わないという課題がありました。また、イン
フルエンザやRSウイルスなど、他の呼吸器ウイルスとの鑑別診断も重要であり、迅速な
多重検出は患者管理と公衆衛生対策の両面で不可欠です。バイオセンサー技術は、この
緊急のニーズに応え、より迅速でアクセスしやすい診断ソリューションを提供すること
で、公衆衛生危機への備えを強化します。

今後の展望

呼吸器ウイルス多重検出のためのバイオセンサーは、今後数年間でさらに発展し、臨床
現場での導入が加速すると予想されます。課題としては、実際の臨床サンプルにおける
複雑なマトリックス効果への対応、コスト効率のさらなる最適化、そして規制当局の承
認プロセスが挙げられます。しかし、ナノテクノロジー、マイクロ流体、AIの進歩によ
り、これらのセンサーは、より統合され、ユーザーフレンドリーで、費用対効果の高い
ものになるでしょう。将来的には、これらのPOCTデバイスが、医療施設だけでなく、
一般家庭での感染症の自己検査・管理において中心的な役割を果たすことが期待されま
す。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42223605/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42223605/


CRISPR/Cas13ベースのデュアル遺伝子バイオセンサー、
大腸菌O157:H7を54 CFU/mLの高感度で同時検出

概要

大腸菌O157:H7の迅速かつ正確な検出のため、CRISPR/Cas13ベースのワンポットデュ
アルチャネルバイオセンサーが開発されました。このセンサーは、病原体の2つの遺伝
子マーカー（rfbEO157とfliCH7）を同時に検出でき、54 CFU/mLという高い検出限界を

実現しています。複雑な機器を必要とせず、高感度かつ特異的な血清型識別を可能に
するため、食品安全モニタリングや感染症サーベイランスのための迅速な現場展開可
能なソリューションとして大きな期待が寄せられています。

公開日 2026年05月28日  JACS Au (ACS Publications)  不明



詳細

主要成果

大腸菌O157:H7の迅速かつ正確な検出を可能にするため、CRISPR/Cas13ベースの革新的
なワンポットデュアルチャネルバイオセンサーが開発されました。この新技術は、2つ
の遺伝子マーカーを同時に検出し、54 CFU/mLという極めて高い感度で病原体を識別で
きます。

技術・臨床詳細

開発されたバイオセンサーは、CRISPR/Cas13システムを活用しており、これは標的RNA

を特異的に認識し、非特異的なRNAを切断する酵素活性を持つことで知られています。
このシステムは、以下の主要な特徴を持っています：

デュアル遺伝子検出： 大腸菌O157:H7に特異的な2つの異なる遺伝子マーカー、すな
わちO157血清型に関連する『rfbEO157』遺伝子と、H7鞭毛抗原に関連する
『fliCH7』遺伝子を同時に検出します。これにより、単一のマーカー検出と比較して
診断の信頼性と特異性が大幅に向上します。

ワンポット反応： 複雑な前処理や複数のステップを必要とせず、すべての反応が単
一の容器内で進行するため、操作が簡素化され、コンタミネーションのリスクが低減
します。等温増幅技術（例：RPAまたはLAMP）との組み合わせにより、DNA/RNAの
抽出から検出までを室温または一定温度で実施可能です。

高感度検出： このバイオセンサーは、54 CFU/mL（コロニー形成単位/ミリリット
ル）という非常に低い検出限界（LOD）を達成しています。これは、従来の多くの微
生物学的検査法よりも優れており、ごく初期段階の低濃度汚染でも検出できることを
意味します。

比色または蛍光出力： 検出結果は、裸眼で確認できる比色変化、またはポータブル
蛍光リーダーで読み取り可能な蛍光信号として得られます。これにより、専門的なラ
ボ機器を必要とせず、現場での迅速な結果解釈が可能です。

特異的なガイドRNA（crRNA）とCas13酵素が標的ウイルスRNAに結合すると、Cas13が
活性化され、近くにあるレポーターRNA（蛍光色素とクエンチャーで標識されたものな
ど）を非特異的に切断します。これにより、蛍光シグナルが発生または色が変化し、病
原体の存在が示されます。



背景・業界文脈

大腸菌O157:H7は、食中毒の主要な原因菌であり、重症の場合には溶血性尿毒症症候群
（HUS）を引き起こし、死に至ることもあります。現在の検出方法は、培養に数日かか
るか、リアルタイムPCRのような高価で複雑な機器を必要とします。このような時間の
かかる検出は、汚染された食品が市場に出回るリスクを高め、大規模なリコールや健康
被害につながる可能性があります。CRISPRベースのバイオセンサーは、この課題を解決
し、迅速かつ現場での高感度検出を可能にすることで、公衆衛生の保護に大きく貢献す
る可能性を秘めています。

今後の展望

このCRISPR/Cas13ベースのバイオセンサーは、食品安全モニタリング、感染症サーベイ
ランス、そして環境中の病原体検出において広範な応用が期待されます。特に、開発途
上国やリソースが限られた地域での迅速な診断ツールとしての価値は大きいでしょう。
今後の研究では、多重検出能力のさらなる拡張、異なる病原体への応用、そして実用化
に向けたフィールドテストや標準化が進められると予想されます。この技術は、感染症
の早期介入と管理を根本的に改善し、食料安全保障を強化するための強力なツールとな
るでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/jacsau.6c00465

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/jacsau.6c00465


ウェアラブル比色バイオセンサー、銅配位高分子ナノザイ
ムで汗中のアスコルビン酸を非侵襲的かつリアルタイムモ
ニタリング

概要

銅配位高分子ナノザイムを基盤とするウェアラブル比色バイオセンサーが開発され、

汗中のアスコルビン酸（AA）を非侵襲的にリアルタイムでモニタリングできるように
なりました。このセンサーは、AAに反応して緑色から白色へと視覚的に明確な比色変
化を示し、スマートフォンで定量化が可能です。運動前後のAA濃度変動を正確に追跡

できることが実証されており、個別化された栄養管理や健康モニタリングのための費
用対効果の高い戦略を提供し、体内の酸化ストレスレベルを反映する重要なツールと
なることが期待されます。

公開日 2026年06月02日  Langmuir (ACS Publications)  不明



詳細

主要成果

銅配位高分子ナノザイム（CPNs）を用いたウェアラブル比色バイオセンサーが開発さ
れ、汗中のアスコルビン酸（AA、ビタミンC）を非侵襲的かつリアルタイムでモニタリ
ングすることに成功しました。このセンサーは、運動中の体内の酸化ストレスや栄養状
態を評価するための、費用対効果の高い画期的なツールとなる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたバイオセンサーは、以下の主要な技術的特徴を有しています。

銅配位高分子ナノザイム（CPNs）の活用： このセンサーの核心は、銅イオンと特定
の有機リガンドからなるCPNsであり、ペルオキシダーゼ様（POD様）の酵素活性を
示します。このPOD様活性は、アスコルビン酸の存在下で特異的に変化します。

比色検出原理： CPNsのPOD様活性は、発色基質（例：TMB）と過酸化水素の反応を
触媒し、特定の色を生成します。アスコルビン酸は抗酸化物質としてこの反応を阻害
するため、汗中のAA濃度に応じて、センサーの色が緑色から白色へと敏感に変化し
ます。この色の変化は肉眼で容易に識別可能であり、スマートフォンのカメラと専用
アプリを用いて定量化することもできます。

ウェアラブル設計： センサーは柔軟な基板上に作製されており、皮膚に直接装着可
能なパッチ型またはリストバンド型として設計されています。汗に直接接触するた
め、連続的な非侵襲モニタリングが可能です。

研究では、このウェアラブルセンサーが、運動前後の被験者の汗中AA濃度変動を正確
に追跡できることが実証されました。AAレベルは、身体活動、食事、ストレス、疾病
状態によって変動するため、そのリアルタイムモニタリングは個人の健康状態や栄養摂
取量を評価する上で非常に有用です。検出限界（LOD）はµMレベルであり、生理学的
に関連する汗中AA濃度を十分にカバーします。これにより、従来の血液検査や尿検査
のような侵襲的で時間がかかる方法に代わる、簡便なソリューションを提供します。



背景・業界文脈

アスコルビン酸は、強力な抗酸化作用を持ち、免疫機能、コラーゲン合成、鉄吸収な
ど、様々な生体機能に不可欠なビタミンです。そのレベルは、身体活動、ストレス、疾
患、栄養状態によって大きく変動します。従来のAAモニタリングは、採血や尿検査を
必要とし、リアルタイムでの動的な変化を捉えることが困難でした。しかし、パーソナ
ライズされた健康管理やスポーツ科学の分野では、アスリートの水分補給戦略や栄養状
態の最適化のために、リアルタイムで非侵襲的なバイオマーカーモニタリングへの需要
が高まっています。このCPNsベースのウェアラブルセンサーは、この未充足のニーズ
に応える画期的なソリューションです。

今後の展望

このウェアラブル比色バイオセンサーは、個別化された栄養管理、スポーツ栄養学、そ
して健康診断において大きな応用可能性を秘めています。将来的には、他の汗中バイオ
マーカー（乳酸、電解質など）の多重検出能力を統合し、より包括的な健康モニタリン
グプラットフォームへと発展する可能性があります。実用化に向けては、センサーの長
期安定性、汗以外の環境要因からの干渉抑制、および大量生産のコスト効率化が課題と
なります。しかし、その非侵襲性とリアルタイムモニタリング能力は、ヘルスケアの未
来を形作る上で重要な役割を果たすと期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.langmuir.6c01093?ai=517&mi=0⁡=R

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.langmuir.6c01093?ai=517&mi=0&af=R


ナノ材料ベースバイオセンサー：金ナノ粒子、グラフェ
ン、CNTが検出限界をナノスケールに引き上げ、精密診
断・環境モニタリング・食品安全を革新

概要

ナノ材料ベースのバイオセンサーの進歩が、臨床バイオマーカー検出、環境モニタリ

ング、食品安全などの多様な分野を革新しています。金ナノ粒子、グラフェン、カー
ボンナノチューブなどのナノ材料は、センサーの感度、選択性、応答時間を劇的に向
上させ、検出限界を大幅に低減します。これらの技術は、ラボオンチップデバイスや

ウェアラブル診断システムへの統合を促進し、リアルタイムで超高感度の検出を可能
にすることで、個別化医療から公衆衛生まで幅広い影響を及ぼしています。

公開日 2026年06月02日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

ナノ材料ベースのバイオセンサーは、その卓越した感度、選択性、応答時間により、臨
床診断、環境モニタリング、食品安全といった多様な分野で革命的な変化をもたらして
います。金ナノ粒子、グラフェン、カーボンナノチューブなどの先進的なナノ材料は、
従来のバイオセンサーの性能限界を大幅に押し広げ、ナノスケールでの検出を可能にし
ています。

技術・臨床詳細

ナノ材料ベースのバイオセンサーの性能向上は、主に以下のメカニズムと決定因子に基
づいています。

高表面積： ナノ材料は、非常に高い表面積対体積比を持つため、ターゲット分子と
の相互作用サイトを劇的に増加させます。これにより、検出可能な分子数を最大化
し、センサーの感度を向上させます。例えば、グラフェンやカーボンナノチューブ
（CNT）は、その単層構造や管状構造により、優れた吸着能力を発揮します。

ユニークな物理化学的特性： 金ナノ粒子（AuNPs）は、局在表面プラズモン共鳴
（LSPR）効果により、光学的検出の感度を大幅に高めます。また、グラフェンは高
い電気伝導性と電界効果トランジスタ（FET）としての特性を持ち、微細な電荷変化
を電気信号に変換することで、DNA、タンパク質、ウイルスなどの生体分子を極め
て高感度に検出します。CNTは、その電子輸送特性と機械的強度により、電気化学バ
イオセンサーの性能を向上させます。

バイオ認識素子の固定化： ナノ材料は、抗体、酵素、核酸アプタマーなどのバイオ
認識素子を安定かつ高密度に固定化するための優れたプラットフォームを提供しま
す。これにより、センサーの選択性が向上し、複雑な生体サンプル中でも特定のター
ゲットを正確に識別できます。

迅速な応答時間： ナノ材料の短距離輸送特性と高効率な表面反応により、ターゲッ
ト分子の結合から信号生成までの時間が大幅に短縮され、リアルタイムまたは準リア
ルタイムでの検出が可能になります。



これらの特性により、ナノ材料ベースのバイオセンサーは、癌バイオマーカーの早期診
断（ピコモルからフェムトモルレベルの検出）、環境中の重金属や汚染物質の超微量検
出、食品中のアレルゲンや病原体の迅速スクリーニングなど、幅広いアプリケーション
で応用されています。特に、ラボオンチップデバイスやフレキシブルなウェアラブル診
断システムへの統合が進んでおり、高精度でポータブルな分析ソリューションを提供し
ています。

背景・業界文脈

現代社会では、疾病の早期発見と予防、環境汚染の監視、食品の安全確保が喫緊の課題
となっています。従来の検出技術は、感度、選択性、応答時間、またはコストの面で限
界がありました。ナノテクノロジーの進歩は、これらの課題を克服するための新たな道
を開き、バイオセンサーの性能を根本的に向上させることを可能にしました。ナノ材料
は、その独特な特性により、生物学と電子工学の間の架け橋となり、ヘルスケア、環境
科学、農業など、多くの産業分野に革新的なツールを提供しています。

今後の展望

ナノ材料ベースのバイオセンサーは、今後も急速な進化を遂げ、個別化医療、スマート
農業、高度な環境モニタリングシステムにおいて不可欠な技術となるでしょう。将来的
には、より多様なナノ材料の発見と最適化、AI（人工知能）との統合によるデータ解析
能力の向上、および多重検出プラットフォームの開発が期待されます。課題としては、
ナノ材料の生体適合性、長期安定性、および大規模生産におけるコスト効率と品質管理
が挙げられます。しかし、これらの課題が克服されるにつれて、ナノ材料ベースのバイ
オセンサーは、我々の健康と生活環境を保護するための強力なツールとして、その重要
性をさらに増していくでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2624-845X/7/2/13

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2624-845X/7/2/13


デノボタンパク質スイッチを用いたモジュラー入出力バイ
オセンサー：GLP-1、NPY、PYYを比色検出可能に

概要

デノボタンパク質スイッチを用いたモジュラー入出力バイオセンサー設計が発表さ
れ、GLP-1、NPY、PYYなどのヘリカルバインダーを組み込むことで、これらの標的に
応答する機能的なバイオセンサーを開発しました。このシステムは、計算的に設計さ

れたラッチドメイン内にこれらのバインダーを配置し、比色出力を統合することで、
目視で解釈可能なシグナル生成を可能にします。臨床的に関連する濃度に近い感度で
標的を検出する可能性を示しており、次世代の診断ツール開発への道を開きます。

公開日 2026年06月04日  ACS Sensors (ACS Publications)  不明



詳細

主要成果

デノボタンパク質スイッチを用いたモジュラー入出力バイオセンサーの新たな設計が発
表されました。この革新的なアプローチにより、特定のヘリカルバインダー、例えば
GLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）、NPY（神経ペプチドY）、およびPYY（ペプチド
YY）に応答する機能的なバイオセンサーを開発することに成功しました。この設計は、
診断ツールの多様性と応用範囲を大幅に広げる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

このバイオセンサー設計の核心は、計算化学によって設計された「ラッチドメイン」と
呼ばれるタンパク質構造です。研究者たちは、このラッチドメイン内にGLP-1、NPY、
PYYなどのヘリカルバインダーをモジュラー方式で組み込みました。これらのバインダ
ーは、特定のターゲット分子（アナライト）に結合すると、ラッチドメインの構造変化
を引き起こします。この構造変化は、連動する出力モジュールに伝達され、最終的に目
視で解釈可能な比色シグナルを生成します。

モジュラー設計： このアプローチの最大の利点は、異なるヘリカルバインダーを容
易に「プラグアンドプレイ」できるモジュラー性です。これにより、迅速に新しいタ
ーゲットに対応するバイオセンサーを開発することが可能です。

計算的設計： タンパク質スイッチの設計は、精密な計算モデリングに基づいて行わ
れ、これにより特定の結合親和性とスイッチング機能を持つタンパク質構造が効率的
に実現されます。

比色出力： センサーの出力は、酵素反応などを介して色の変化として現れるため、
高価な機器を必要とせず、肉眼で結果を読み取ることができます。これは、ポイント
オブケア（POCT）診断や現場での検査に特に有用です。

感度： 開発されたバイオセンサーは、臨床的に関連する濃度、例えば、血漿中のホ
ルモンレベルや疾患マーカーの濃度に近いレベルで標的を検出する能力を示していま
す。これにより、早期診断や病状モニタリングへの応用が期待されます。

具体的には、GLP-1は血糖値を調節するホルモンであり、NPYとPYYは食欲とエネルギー
バランスに関与する神経ペプチドです。これらの分子のレベルを正確にモニタリングす
ることは、糖尿病、肥満、および摂食障害の管理において重要です。



背景・業界文脈

現在のバイオセンサー開発は、特定のターゲット分子を検出するために高度に特異的な
認識分子（抗体やアプタマーなど）に依存していますが、その設計と最適化は時間とコ
ストがかかります。また、検出結果の可視化には、しばしば複雑な機器が必要です。デ
ノボタンパク質スイッチを用いたモジュラー設計は、これらの課題に対処し、より迅速
かつ柔軟に新しい診断ツールを開発するための基盤を提供します。特に、糖尿病や代謝
性疾患の診断とモニタリングにおいて、非侵襲的で低コストのPOCTデバイスへの需要
が高まっています。

今後の展望

このモジュラーバイオセンサー設計は、GLP-1、NPY、PYYだけでなく、他の多くのタン
パク質やペプチド、さらには小分子バイオマーカーの検出にも応用できる可能性を秘め
ています。将来的には、これらのタンパク質スイッチをウェアラブルデバイスやラボオ
ンチップシステムに統合することで、個別化されたヘルスモニタリング、疾患の早期診
断、および薬物スクリーニングのための強力なツールが開発されると予想されます。こ
の技術の商業化は、診断市場において大きなインパクトを与え、よりアクセスしやすい
診断ソリューションの提供に貢献するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssensors.6c00882

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssensors.6c00882


スマートコンタクトレンズとフレキシブルパッチが涙液グ
ルコースと汗中バイオマーカーを多重連続モニタリング、
糖尿病性腎症管理へ

概要

この研究では、無線スマートコンタクトレンズを用いて涙液グルコースと血糖値の相

関関係を詳細に調査し、涙液の変動による影響を除外しサブ分間隔で連続データを取
得できることを示しました。また、糖尿病性腎症の管理を目的としたウェアラブルな
多重モニタリング技術にも言及されており、汗中のグルコース、pH、温度を測定する

フレキシブルスキンパッチも紹介されています。これらの進歩は、慢性疾患の非侵襲
的かつリアルタイムな管理における新たな可能性を提示しています。

公開日 2026年05月29日  ResearchGate (Biosensors and Bioelectronics)  不明



詳細

主要成果

この研究は、無線スマートコンタクトレンズを用いた涙液グルコースと血糖値の相関関
係を詳細に分析し、涙液の反射率変動の影響を除外しつつ、サブ分間隔で連続的な涙液
グルコースデータ取得が可能であることを示しました。さらに、糖尿病性腎症の日常管
理のためのウェアラブルな多重モニタリング技術にも焦点を当て、汗中のグルコース、
pH、温度を同時に測定できるフレキシブルスキンパッチを紹介しています。

技術・臨床詳細

このスマートコンタクトレンズは、涙液中のグルコース濃度を電気化学的に検出する小
型センサーを内蔵しています。特に重要なのは、涙液の組成や流動性といった環境要因
が測定に与える影響を補正するアルゴリズムが組み込まれている点です。これにより、
これまでの涙液グルコース測定で課題とされてきた、血糖値との不正確な相関という問
題を改善しています。サブ分間隔でのデータ取得は、血糖値の急激な変化や日内変動を
より詳細に捉えることを可能にし、糖尿病患者のグルコース管理に新たな洞察を提供し
ます。また、糖尿病性腎症の管理に特化したウェアラブルデバイスとして、柔軟なスキ
ンパッチが開発されています。このパッチは、汗中の以下のバイオマーカーをリアルタ
イムで多重モニタリングします。

グルコース： 糖尿病管理の基本的な指標。

pH： 体内の酸塩基バランスを示し、代謝性アシドーシスの早期兆候を検出するのに
役立ちます。

温度： 皮膚表面温度は炎症や感染症の指標となり得ます。

これらのデータはワイヤレスでスマートフォンやクラウドプラットフォームに送信さ
れ、患者と医療提供者がリアルタイムで健康状態を把握し、必要に応じて介入できるよ
うに設計されています。この多重モニタリングは、単一のバイオマーカーでは見逃され
がちな、疾患の複雑な進行パターンや治療反応をより包括的に評価することを可能にし
ます。



背景・業界文脈

糖尿病は世界的に増加している慢性疾患であり、その合併症である糖尿病性腎症は、末
期腎不全の主要な原因の一つです。これらの疾患の管理には、血糖値の厳格なコントロ
ールと早期診断が不可欠です。しかし、従来のモニタリング方法は侵襲的であったり、
断続的であったりするため、患者の負担が大きく、リアルタイムでの包括的なデータ収
集が困難でした。スマートコンタクトレンズやフレキシブルスキンパッチのようなウェ
アラブルバイオセンサーは、この未充足のニーズに応えるべく開発されており、患者の
QOL向上と医療費削減に貢献する可能性を秘めています。特に、非侵襲的なモニタリン
グは、患者のコンプライアンスを大幅に改善する要因となります。

今後の展望

これらのウェアラブル技術は、糖尿病性腎症管理に留まらず、他の慢性疾患（心血管疾
患、肝疾患など）や一般的な健康・ウェルネスモニタリングへの応用も期待されます。
今後の開発は、センサーの精度向上、バッテリー寿命の延長、データセキュリティの強
化、そしてユーザーインターフェースの改善に焦点が当てられるでしょう。また、AIと
の統合により、収集された膨大なデータからより実践的な洞察を抽出し、個別化された
治療勧告や予防的介入を提供するシステムへの進化が期待されます。これらの技術の普
及は、遠隔医療と個別化医療の進展を加速させる重要な要素となるでしょう。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/405305513_Dancing_on_Electrodes_Wearable_Continuous_Multiplex

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/405305513_Dancing_on_Electrodes_Wearable_Continuous_Multiplexed_Monitoring_for_Daily_Diabetic_Nephropathy_Management


ウースター工科大学が培養不要のサルモネラ菌検出用手の
ひらサイズバイオセンサーを発表、食品安全を革新

概要

ウースター工科大学の研究者が、食品サンプル中のサルモネラ菌を培養やラボ機器な
しで検出できる手のひらサイズのバイオセンサーを開発しました。このフレキシブル
ポリマー表面はバクテリオファージでコーティングされており、特定の細菌に特異的

に結合します。この革新的な技術は、食料サプライチェーン全体でリアルタイムの病
原体検出を可能にし、汚染から対応までの時間を従来の数日から数時間に大幅に短縮
することで、食品安全管理に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月01日  Food Safety News  アメリカ



詳細

主要成果

ウースター工科大学（WPI）の研究チームは、食品サンプル中のサルモネラ菌を、培養
や高価なラボ機器を必要とせずに、数時間で検出できる手のひらサイズのバイオセンサ
ーを開発しました。この画期的なデバイスは、食料サプライチェーンにおける病原体検
出のスピードとアクセス性を劇的に向上させるものです。

技術・臨床詳細

開発されたバイオセンサーは、フレキシブルなポリマー表面を、特定の細菌に特異的に
結合するバクテリオファージでコーティングしたものです。バクテリオファージは、細
菌に感染するウイルスであり、その標的特異性が高いことから、バイオセンサーの認識
素子として理想的です。センサーの動作原理は以下の通りです。

1. 食品サンプルをセンサー表面に適用します。

2. サンプル中のサルモネラ菌が存在すると、表面のバクテリオファージに特異的に結合し
ます。

3. 結合によって生じる微細な物理的または電気的変化（例：質量変化、表面インピーダン
スの変化）が、センサーによって検出され、電気信号に変換されます。

4. この信号は、内蔵されたマイクロプロセッサによって分析され、数時間以内にサルモネ
ラ菌の存在と濃度が示されます。

従来のサルモネラ菌検出方法は、サンプルを増菌培養し、その後PCRや酵素免疫測定法
（ELISA）などの分子生物学的手法で確認する必要があり、結果が出るまでに数日から
数週間かかることが一般的です。WPIのバイオセンサーは、このプロセスを大幅に簡素
化し、検出時間を数時間に短縮します。検出限界（LOD）は、既存の迅速検査キットと
同等またはそれ以上でありながら、よりポータブルで使いやすい形態を実現していま
す。



背景・業界文脈

サルモネラ菌は、世界中で最も一般的な食中毒原因菌の一つであり、毎年数百万人の感
染症を引き起こし、重症化すると死に至ることもあります。食品サプライチェーンにお
ける汚染の迅速な特定は、大規模な食中毒アウトブレイクを防止し、食品リコールによ
る経済的損失を最小限に抑える上で極めて重要です。しかし、現在の検査方法の時間的
制約とコストは、食品安全管理における大きな課題となっています。この新しい手のひ
らサイズバイオセンサーは、この課題に対し、農場から食卓まで、サプライチェーンの
あらゆる段階で迅速なスクリーニングを可能にする現実的なソリューションを提供しま
す。

今後の展望

このサルモネラ菌バイオセンサーの商業化が期待されています。将来的には、他の食品
由来病原体（例：大腸菌、リステリア菌）を検出するための多重センサーシステムへの
拡張や、AIとの統合によるデータ解析能力の向上が見込まれます。この技術は、食品加
工業者、レストラン、規制当局など、食品産業全体にとって不可欠なツールとなり、リ
アルタイムなリスク評価と迅速な対応を可能にすることで、公衆衛生と食品安全基準を
向上させるでしょう。さらに、開発途上国や遠隔地での食品検査へのアクセスを改善す
る可能性も秘めています。

元記事: https://smartfoodsafe.com/food-safety-news-may/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://smartfoodsafe.com/food-safety-news-may/


Googleスマートコンタクトレンズの血糖値モニタリン
グ、涙液と血糖値の相関不十分で開発中断

概要

ウェアラブル技術における非侵襲的な血糖値モニタリングは依然として「聖杯」とさ
れていますが、Google（AlphabetのVerily傘下）が2014年に発表したスマートコンタ
クトレンズは、涙液中のグルコースが血糖値と十分に相関しないという問題で2018年

に開発が中断されました。涙液中のグルコース濃度が血液よりもはるかに低いこと、
他の涙液成分による干渉、環境要因による測定誤差が主要な課題として挙げられてい
ます。この事例は、非侵襲的血糖値モニタリングの実現にはまだ大きな技術的ハード

ルがあることを示しています。

公開日 2026年05月28日  Gizmodo  アメリカ



詳細

主要成果

Google（Alphabetの子会社Verily）がかつて開発を進めていた、涙液中のグルコースを
測定するスマートコンタクトレンズのプロジェクトは、涙液グルコースと血糖値の信頼
できる相関関係が得られなかったため、2018年に開発が中断されました。この結果は、
非侵襲的な血糖値モニタリングという「聖杯」の実現が依然として大きな技術的課題に
直面していることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

Googleのスマートコンタクトレンズは、微細なグルコースセンサーとワイヤレスチップ
をレンズ内に埋め込み、涙液中のグルコース濃度をリアルタイムで測定することを目的
としていました。当初は、糖尿病患者にとって侵襲的な指先採血や皮下埋め込み型CGM

に代わる画期的なソリューションとして期待されました。しかし、臨床試験の結果、涙
液中のグルコース濃度は血液中のグルコース濃度と比較して約100倍も低く、この微量
なグルコースを正確かつ安定して検出することが極めて困難であることが判明しまし
た。さらに、涙液の流量、組成、pH、そして瞬きや環境温度の変化といった外部要因
がセンサーの測定値に大きな影響を与え、血糖値との臨床的に意味のある相関関係を確
立することができませんでした。特異性や感度も課題であり、涙液中の他の成分（タン
パク質など）がグルコースセンサーに干渉し、誤った測定結果を招く可能性も指摘され
ました。

背景・業界文脈

非侵襲的な血糖値モニタリングは、糖尿病患者のQOLを劇的に改善し、疾患管理の負担
を軽減する可能性を秘めているため、医療技術分野における長年の目標とされてきまし
た。Googleのような大手テクノロジー企業がこの分野に参入し、多額の投資を行ったに
もかかわらず、そのプロジェクトが頓挫したことは、この技術が直面する固有の複雑性
と、既存のバイオセンサー技術の限界を浮き彫りにしました。この失敗は、涙液だけで
なく、汗、唾液などの他の体液を用いた非侵襲的モニタリング技術全般にわたる研究開
発の難しさを示す教訓となりました。市場では、Apple Watchなどのスマートデバイス
がCGMからのデータを表示する機能を提供していますが、デバイス自体が非侵襲的に血
糖値を測定する技術はまだ実用化されていません。



今後の展望

Googleのプロジェクトは中断されましたが、非侵襲的血糖値モニタリングの研究自体は
継続されており、世界中の大学やスタートアップが、より感度の高いセンサー材料、高
度な信号処理アルゴリズム、AIとの統合を通じて、新たなアプローチを模索していま
す。例えば、光学的、電磁気的、または音響的な原理を用いた非侵襲技術が研究されて
います。将来的には、涙液中のグルコース以外のバイオマーカー（例えば、眼圧、炎症
マーカー）を測定するスマートコンタクトレンズや、複数の体液から多重バイオマーカ
ーを組み合わせることで、より信頼性の高い血糖値推定を目指す研究が進む可能性があ
ります。しかし、その実用化には、センサーの安定性、生体適合性、精度、そして厳格
な規制要件のクリアという、依然として大きなハードルが残されています。

元記事: https://gizmodo.com/why-noninvasive-blood-glucose-monitoring-is-still-the-holy-grail-of-

wearables-2000763578

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://gizmodo.com/why-noninvasive-blood-glucose-monitoring-is-still-the-holy-grail-of-wearables-2000763578
https://gizmodo.com/why-noninvasive-blood-glucose-monitoring-is-still-the-holy-grail-of-wearables-2000763578


MDPIレビュー：食品由来病原体検出は培養から免疫学的
アッセイ、CRISPR-Cas、AI支援プラットフォームへと進
化

概要

食品由来病原体検出は、従来の培養ベースの方法から、免疫学的アッセイ、核酸増幅

法、バイオセンサー、マイクロ流体システム、CRISPR-Casプラットフォーム、そして
AI支援分析などの統合されたインテリジェントなプラットフォームへと進化していま
す。これらの新技術は、速度、感度、携帯性、多重検出能力を大幅に向上させ、迅速

スクリーニングとポイントオブケア（POC）検査に適しています。食料安全保障の強
化と、大規模な食中毒発生の防止に不可欠な役割を果たすことが期待されています。

公開日 2026年06月03日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

食品由来病原体検出の分野は、従来の時間がかかる培養ベースの方法から、免疫学的ア
ッセイ、核酸増幅法（NAATs）、高度なバイオセンサー、マイクロ流体システム、
CRISPR-Casプラットフォーム、さらには人工知能（AI）支援分析を統合した、より迅速
かつインテリジェントなプラットフォームへと大きく進化しています。これらの新技術
は、食品安全の確保において極めて重要な役割を果たしています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、食品由来病原体検出における主要な技術的進歩が詳述されていま
す。

免疫学的アッセイ： ELISAやラテラルフローイムノアッセイ（LFA）などの抗体ベー
スの検出法は、迅速性と簡易性を提供し、現場でのスクリーニングに適しています。
多重LFAは、複数の病原体を同時に検出できます。

核酸増幅法（NAATs）： リアルタイムPCR、LAMP（Loop-mediated Isothermal

Amplification）などのNAATsは、病原体の遺伝物質を特異的かつ高感度に検出しま
す。特にLAMPは等温反応であるため、複雑なサーマルサイクリング装置を必要とせ
ず、POCTデバイスへの統合が容易です。

バイオセンサー： 電気化学バイオセンサー、光学バイオセンサー、質量ベースバイ
オセンサーなどが、病原体の細胞、タンパク質、または核酸を直接検出します。ナノ
材料（グラフェン、金ナノ粒子など）の統合により、感度と検出限界が大幅に向上し
ています。例えば、単一細菌レベルの検出も可能になりつつあります。

マイクロ流体システム（Lab-on-a-chip）： サンプル前処理から検出までの一連の分
析プロセスを微小なチップ上で行うことで、サンプル消費量を削減し、分析時間を短
縮します。多重検出と自動化に適しています。

CRISPR-Casプラットフォーム： Cas12やCas13などのCRISPR関連酵素は、標的とな
る病原体のDNA/RNAを特異的に認識し、レポーター分子の切断を誘発することで、
高感度かつ特異的な検出を可能にします。これは、迅速な現場診断において大きな可
能性を秘めています。



AI支援分析： センサーから得られる膨大なデータをAIアルゴリズムが解析すること
で、ノイズ除去、パターン認識、異常検出、およびより正確な病原体識別のためのモ
デル構築を行います。これにより、検出の精度と効率がさらに向上します。

これらの技術の組み合わせにより、検出速度は従来の数日から数時間に短縮され、検出
限界はCFU/mLレベルから単一細胞レベルへと改善されています。また、携帯性が向上
し、非専門家でも操作しやすいPOCTデバイスが実現しつつあります。

背景・業界文脈

食品由来疾患は、世界中で公衆衛生上の大きな懸念事項であり、経済にも多大な影響を
与えています。従来の検出方法の限界は、汚染された食品が市場に出回り、大規模なア
ウトブレイクにつながるリスクを高めてきました。消費者の食品安全への意識の高まり
と、厳格化する規制基準が、より迅速で高感度な検出技術の開発を強く推進していま
す。サプライチェーン全体でのリアルタイムモニタリングへの需要は、これらの革新的
なプラットフォームの導入を加速させています。今後の展望

食品由来病原体検出技術は、今後もナノテクノロジー、バイオテクノロジー、情報科学
の融合により進化を続けるでしょう。特に、ウェアラブルセンサーとの統合によるリア
ルタイムモニタリング、AIと機械学習による予測分析、およびマルチモーダルセンサー
の開発が期待されます。これらの技術は、食品加工、レストラン、小売業、および規制
当局にとって不可欠なツールとなり、食料安全保障を向上させ、世界的な公衆衛生を保
護するための強力な基盤を築くことが期待されます。さらには、開発途上国における食
品安全インフラの改善にも貢献するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2304-8158/15/11/1983

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2304-8158/15/11/1983


AI搭載バイオセンサーがマトリックス強化型MXeneエミ
ッターと近接依存型シグナル戦略で癌エクソソームを35粒
子/μLの超高感度で検出

概要

AIを搭載した超高感度エクソソーム検出バイオセンサーが開発され、癌の早期診断を

革新する可能性を秘めています。このプラットフォームは、マトリックス強化型Cp-

Pt-TiCT MXeneエミッターと近接依存型シグナル戦略を統合し、わずか35粒子/μLとい
う驚異的な検出限界を達成しています。サポートベクターマシン（SVM）アルゴリズ

ムを組み込むことで、異なる癌細胞株由来のエクソソーム表現型を自動的に識別で
き、非侵襲的診断ワークフローを確立します。この技術は、液体生検の精度とアクセ
ス性を劇的に向上させるものです。

公開日 2026年05月29日  Omnicuris  不明



詳細

主要成果

人工知能（AI）を搭載した超高感度エクソソーム検出バイオセンサーが開発され、癌の
早期診断に革命をもたらす可能性を秘めています。この新しいプラットフォームは、マ
トリックス強化型Cp-Pt-TiCT MXeneエミッターと近接依存型シグナル戦略を統合するこ
とで、わずか35粒子/μLという驚異的な検出限界を達成し、極めて低い濃度で癌由来エ
クソソームを検出することを可能にしました。

技術・臨床詳細

この革新的なバイオセンサーは、以下の主要な技術要素を組み合わせています。

マトリックス強化型Cp-Pt-TiCT MXeneエミッター： MXeneは、その高い電気伝導
性と大きな表面積から、バイオセンサーアプリケーションにおいて高い潜在力を持つ
二次元ナノ材料です。ここにCp（セリウム酸化物）とPt（プラチナ）のナノ粒子を
複合化することで、エミッターの触媒活性とシグナル増強能力が飛躍的に向上してい
ます。この複合材料は、エクソソームが結合した際の電気化学的または光学的シグナ
ル変換効率を最大化します。

近接依存型シグナル戦略： この戦略では、エクソソームが特定のバイオ認識分子
（例：抗体）を介してセンサー表面に結合すると、エミッターとレポーター分子の間
の距離が変化します。この距離の変化が、蛍光、電気化学発光、または電気信号の劇
的な変化を引き起こし、エクソソームの存在を非常に高感度で検出します。

超高感度検出限界： 開発されたバイオセンサーは、35粒子/μLという非常に低い検出
限界を達成しています。これは、従来の多くのエクソソーム検出法と比較して数桁高
い感度であり、血液などの体液中にごく微量しか存在しない初期癌由来エクソソーム
の検出に不可欠です。

AI（サポートベクターマシン、SVM）アルゴリズムの統合： センサーから得られる
複数のデータポイント（シグナル強度、反応速度など）をSVMアルゴリズムが解析
し、異なる癌細胞株由来のエクソソーム表現型を自動的に識別します。このAI支援分
析により、バイオマーカーの複雑なパターンから、癌の種類や進行度に関する情報を
抽出することが可能となり、診断の精度と客観性が大幅に向上します。



このプラットフォームは、血液、尿、唾液などの体液サンプルを非侵襲的に解析する液
体生検の一部として機能し、患者への負担を最小限に抑えながら癌のスクリーニング、
早期診断、治療効果モニタリングを実現します。

背景・業界文脈

エクソソームは、細胞間コミュニケーションに関与するナノサイズの小胞であり、癌細
胞から分泌されるエクソソームは、癌のタイプ、進行度、治療抵抗性に関する豊富な情
報を含んでいます。しかし、血液中での濃度が非常に低いため、高感度かつ特異的な検
出が課題でした。従来の生検は侵襲的で、早期診断には限界がありました。このAI搭載
バイオセンサーは、その超高感度とAIによる識別能力により、癌の液体生検分野に新た
な地平を切り開き、早期診断による患者の予後改善に大きく貢献することが期待されま
す。

今後の展望

この技術は、複数の癌タイプの早期診断、治療薬の選択、治療応答のモニタリング、そ
して再発の早期発見に広く応用される可能性があります。今後は、大規模な臨床検証、
標準化、そしてさらなる小型化と携帯性の向上が課題となるでしょう。AIとセンサー技
術のさらなる統合により、将来的にはより多くの種類の疾患バイオマーカーを多重検出
できる、費用対効果の高い診断プラットフォームへと進化することが期待されます。こ
れにより、個別化医療の進展と公衆衛生の向上が加速されることでしょう。

元記事: https://www.omnicuris.com/medshots/daily_updates/ai-biosensor-ultrasensitive-exosome-

detection-cancer

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.omnicuris.com/medshots/daily_updates/ai-biosensor-ultrasensitive-exosome-detection-cancer
https://www.omnicuris.com/medshots/daily_updates/ai-biosensor-ultrasensitive-exosome-detection-cancer


バイオRxiv速報：転写因子ゲート型DNA鎖合成により重
金属（Cu2+, Pb2+）をナノモル濃度で25分以内に迅速検
出、環境・水質モニタリングを革新

概要

bioRxivで報告されたプレプリントによると、転写因子ゲート型DNA鎖合成（TFG-

DSS）を介した重金属の迅速等温検出法が開発されました。この革新的なアプローチ
は、アロステリック転写因子（aTFs）を利用して銅イオン（Cu2+）と鉛イオン
（Pb2+）をナノモル濃度で高感度かつ特異的に検出します。ラテラルフローアッセイ

によりわずか25分以内に視覚的な結果が得られ、ポータブルで現場での環境検査およ
び水質モニタリングに大きな可能性を秘めています。複数のaTFsとテンプレートを組
み合わせることで、多重検出も可能です。

公開日 2026年05月30日  bioRxiv (Preprint)  不明



詳細

主要成果

バイオRxivに掲載されたプレプリントによると、転写因子ゲート型DNA鎖合成（TFG-

DSS）という新しいメカニズムを利用して、重金属（銅イオンおよび鉛イオン）を迅速
かつ等温で検出する画期的な方法が開発されました。この技術は、ナノモル濃度レベル
で重金属を特異的に検出する能力を持ち、現場での環境・水質モニタリングに革命をも
たらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたTFG-DSSアプローチの核心は、アロステリック転写因子（aTFs）の利用で
す。aTFsは、特定の重金属イオン（この研究ではCu2+とPb2+）に結合することでその
構造が変化し、これによってDNA鎖合成反応をゲート（制御）します。具体的なメカニ
ズムは以下の通りです。

アロステリック転写因子（aTFs）による認識： 重金属イオンが存在すると、aTFsは
それに結合し、特定のDNA配列への結合能が変化します。この変化が、DNAポリメ
ラーゼによるDNA鎖合成の開始または停止を制御します。

DNA鎖合成によるシグナル増幅： 重金属イオンの存在がDNA鎖合成を活性化（また
は抑制）すると、標的配列が指数関数的に増幅されます。この増幅されたDNA産物
を検出することで、微量の重金属イオンも高感度で検出可能です。

等温反応： このシステムは、PCRのように温度サイクリングを必要とせず、一定の
温度（等温条件）で反応が進行します。これにより、複雑で高価なサーマルサイクラ
ーが不要となり、ポータブルなデバイスへの統合が容易になります。

ラテラルフローアッセイによる視覚的検出： 増幅されたDNA産物は、COVID-19迅速
検査と同様のラテラルフローアッセイ（LFA）ストリップで検出され、約25分以内に
肉眼で確認できる色の変化（バンドの出現など）として結果が得られます。これによ
り、専門的な機器や熟練した技術者を必要とせず、現場での迅速な結果解釈が可能に
なります。

多重検出の可能性： 複数の異なるaTFsと対応するDNAテンプレートを組み合わせる
ことで、単一の反応で複数の種類の重金属を同時に検出する多重分析の可能性も示さ
れています。



この技術は、Cu2+とPb2+をナノモル濃度（nM）で検出できる感度を持つことが報告さ
れており、これは環境中の重金属汚染の許容基準値を下回るレベルです。従来の検出法
（ICP-MSなど）は高感度ですが、ラボでの分析が必要で時間とコストがかかります。

背景・業界文脈

重金属汚染は、水資源、土壌、食品を通じて人間の健康と生態系に深刻な影響を与える
世界的な問題です。鉛や銅などの重金属は、神経毒性や発がん性を持つことが知られて
います。しかし、現在の重金属検出方法は、高価な機器と専門知識を必要とし、ラボで
の分析に時間がかかるため、リアルタイムかつ広範囲なモニタリングが困難でした。こ
のTFG-DSSアプローチは、低コストで迅速な現場検出を可能にすることで、この未充足
のニーズに応え、公衆衛生と環境保護に大きく貢献する可能性を秘めています。

今後の展望

TFG-DSSベースの重金属バイオセンサーは、飲料水、産業排水、土壌、食品サンプルな
ど、様々な環境マトリックスでの応用が期待されます。将来的には、より広範な種類の
重金属や他の環境汚染物質の検出への拡張、センサーの耐久性と信頼性の向上、および
スマートフォンベースの読み取りシステムとの統合によるさらなる使いやすさの向上が
課題となるでしょう。この技術の商業化と普及は、環境モニタリングの民主化を促進
し、世界的な汚染問題に対するより迅速かつ効果的な対応を可能にする重要な一歩とな
るでしょう。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.05.29.728911v1.full

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.05.29.728911v1.full


肝臓癌AFP検出向け自己触媒促進型ECLバイオセンサーが
検出限界を改善し早期診断精度を向上

概要

肝臓癌患者の血清サンプル中のアルファフェトプロテイン（AFP）検出のための、自
己触媒促進型電気化学発光（ECL）バイオセンサーが開発されました。このシステム
は、ナノ材料をECLコンポーネントと組み合わせることで、高感度かつ選択的に癌バイ

オマーカーを検出し、従来の検出限界を大幅に改善します。これにより、臨床症状が
現れる前に疾患を検出できる可能性が高まり、多重アッセイによって診断精度が向上
し、肝臓癌の早期スクリーニングとモニタリングに貢献することが期待されます。

公開日 2026年05月29日  ResearchGate (Biosensors and Bioelectronics)  不明



詳細

主要成果

肝臓癌患者の血清サンプル中のアルファフェトプロテイン（AFP）を検出するための、
自己触媒促進型電気化学発光（ECL）バイオセンサーが開発されました。この新しいシ
ステムは、ナノ材料をECLコンポーネントと統合することで、従来の検出限界を大幅に
改善し、癌バイオマーカーを高感度かつ選択的に検出することを可能にしました。これ
により、臨床症状の発現前の早期段階で疾患を検出する可能性が高まります。

技術・臨床詳細

このECLバイオセンサーの革新性は、その自己触媒促進メカニズムとナノ材料の利用に
あります。

電気化学発光（ECL）： ECLは、電極表面での電気化学反応によって発光を生成する
分析技術です。この発光シグナルは、標的分析物（この場合はAFP）の濃度に比例し
ます。ECLは、高い感度、広い線形範囲、低いバックグラウンド信号という利点があ
ります。

自己触媒促進メカニズム： センサーの検出プロセスにおいて、特定のECL反応が触媒
作用を自己増幅させるように設計されています。AFPがセンサー表面の特異的認識分
子（例：抗体）に結合すると、この結合イベントがECL反応の効率を高める一連の反
応を誘発し、結果として著しく強い発光シグナルを生成します。これにより、微量の
AFPでも高感度に検出できるようになります。

ナノ材料の統合： 金ナノ粒子やグラフェン、量子ドットなどのナノ材料が、ECL反応
の増強、バイオ認識素子の固定化効率の向上、および電極表面積の拡大のために利用
されています。例えば、ナノ材料の大きな表面積は、より多くの抗体を固定化するこ
とを可能にし、標的AFPとの結合確率を増加させます。

高感度・高選択性： このバイオセンサーは、従来のAFP検出法と比較して、数桁低い
検出限界（LOD）を達成しています。例えば、ピコグラム/ミリリットルレベルでの
検出が可能であり、これは初期段階の肝臓癌でしばしば見られる低濃度のAFPを捉え
る上で重要です。また、特異的な抗体を使用することで、血清中の他のタンパク質か
らの干渉を最小限に抑え、高い選択性を確保しています。



多重アッセイ機能により、AFPだけでなく、他の肝臓癌関連バイオマーカー（例：
DCP、GP73）を同時に検出することで、診断の精度と信頼性をさらに向上させることが
可能です。これにより、肝臓癌のスクリーニング、早期診断、治療効果モニタリング、
および再発監視において、より包括的な情報を提供します。

背景・業界文脈

肝臓癌は、世界的に死亡率の高い癌の一つであり、早期発見が患者の予後を大きく左右
します。AFPは肝臓癌の主要なバイオマーカーですが、その検出感度と特異性は、特に
初期段階の癌や非癌性疾患との鑑別において、依然として課題がありました。既存の
AFP検査は、偽陽性や偽陰性の問題から、単独での早期診断には不十分とされてきまし
た。この自己触媒促進型ECLバイオセンサーは、これらの限界を克服し、より信頼性の
高い早期診断ツールとして、肝臓癌スクリーニング戦略に大きな影響を与える可能性を
秘めています。

今後の展望

このECLバイオセンサーは、肝臓癌の早期発見と個別化医療において重要な役割を果た
すことが期待されます。将来的には、より広範な癌バイオマーカーへの応用、POCTデ
バイスへの統合、およびAI（人工知能）との組み合わせによるデータ解析能力の向上が
見込まれます。臨床検証のさらなる推進と、大量生産のコスト効率化が課題となります
が、その超高感度と多重検出能力は、癌診断のパラダイムを変化させ、患者の治療アウ
トカムを改善するための強力なツールとなるでしょう。これは、非侵襲的で高精度な液
体生検技術の発展に不可欠な要素です。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/405452488_An_intramolecular_self-catalysis-

boosted_electrochemiluminescence_biosensor_for_alpha_fetoprotein_detection_in_serum_samples_from_liver_

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/405452488_An_intramolecular_self-catalysis-boosted_electrochemiluminescence_biosensor_for_alpha_fetoprotein_detection_in_serum_samples_from_liver_cancer_patients
https://www.researchgate.net/publication/405452488_An_intramolecular_self-catalysis-boosted_electrochemiluminescence_biosensor_for_alpha_fetoprotein_detection_in_serum_samples_from_liver_cancer_patients


#18 Grapheal、欧州委員会PFASTプロジェクトでグラフ
ェンセンサーを開発：水中のPFASをリアルタイムかつ超
微量検出

概要

フランスのスタートアップGraphealは、欧州委員会のPFASTプロジェクトの一環とし

て、高速で現場展開可能なグラフェンセンサーを開発しています。このフルスタック
センシングプラットフォームは、PFAS（パーフルオロアルキル化合物）の超微量リア
ルタイム検出を可能にし、従来のラボ検査に数週間かかるのに対し、数分で現場での

意思決定を提供します。グラフェンのユニークな特性を活用し、既存の現場展開型
PFASソリューションよりも10倍高い感度を達成しており、欧州の水安全管理を大きく
変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月02日  CORDIS (European Commission)  ヨーロッパ



詳細

主要成果

フランスのスタートアップGraphealは、欧州委員会のPFASTプロジェクトの一環とし
て、高速かつ現場展開可能なグラフェンセンサーを開発しています。この画期的なフル
スタックセンシングプラットフォームは、水中のPFAS（パーフルオロアルキル化合物）
を超微量レベルでリアルタイムに検出することを可能にし、欧州の飲料水安全管理に革
命をもたらすことを目指しています。

技術・臨床詳細

Graphealが開発しているPFASTセンサーは、グラフェンという単原子層の炭素材料が持
つ卓越した物理化学的特性を最大限に活用しています。

グラフェンベースセンサー： グラフェンは、極めて高い電気伝導性、大きな表面
積、そして非常に敏感な表面特性を持つため、微量の分子結合にも電気的応答を示す
ことができます。この特性が、PFASのような微量汚染物質の検出に理想的です。

超微量リアルタイム検出： センサーは、水中のPFAS濃度が低いレベルでも検出でき
る能力を持ち、リアルタイムで継続的なモニタリングを提供します。これは、従来の
ラボベースのガスクロマトグラフィー質量分析（GC-MS）や液体クロマトグラフィ
ー質量分析（LC-MS）が必要とする数週間という分析時間を、現場で数分に短縮しま
す。

高感度： Graphealのグラフェンセンサーは、既存の現場展開型PFAS検出ソリューシ
ョンと比較して、最大10倍高い感度を達成することが報告されています。これによ
り、より厳格なPFAS規制基準にも対応可能です。

フルスタックセンシングプラットフォーム： このプロジェクトは、センサー素子だ
けでなく、データ収集、処理、分析、そしてユーザーインターフェースまでを含む包
括的なソリューションを提供します。ポータブルで使いやすいデバイスとして設計さ
れており、非専門家でも操作可能です。

センサーの動作原理は、グラフェン表面にPFASに特異的に結合する認識分子（例：アプ
タマーまたはポリマー）を固定化し、PFASの結合によって生じるグラフェンの電気伝導
度変化を検出するものです。この電気信号の変化は、PFAS濃度に比例して処理されま
す。



背景・業界文脈

PFASは、「永遠の化学物質」として知られ、環境中で分解されにくく、飲料水、土壌、
食品を通じて人間の健康に深刻な影響を与える世界的な問題となっています。欧州連合
（EU）は、飲料水中のPFAS含有量に関する厳格な規制を導入しており、加盟国はこれ
らの規制を遵守するために、効果的なモニタリングソリューションを必要としていま
す。従来のラボ分析はコストが高く時間がかかるため、広範囲かつ継続的なモニタリン
グが困難でした。Graphealのグラフェンセンサーは、この未充足のニーズに応え、公衆
衛生の保護と規制遵守を支援するための重要なツールとなるでしょう。

今後の展望

GraphealのPFASTプロジェクトは、欧州全域での水安全管理を向上させることを目指し
ています。将来的には、この技術はPFASだけでなく、他の水質汚染物質や病原体の検出
にも応用される可能性があります。センサーの商業化と大規模な展開には、長期安定
性、耐久性、および様々な環境条件での性能検証が不可欠です。しかし、このグラフェ
ンベースのソリューションは、環境モニタリングの未来を形作り、市民が自身の地域の
水質に関する情報にリアルタイムでアクセスできるようにする、重要な一歩となるでし
ょう。これは、スマートシティインフラや災害対応における迅速な環境評価にも寄与す
る可能性を秘めています。

元記事: https://cordis.europa.eu/project/id/101298422/it

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cordis.europa.eu/project/id/101298422/it


#19 Ebic-Hub、Defra訪問でPFAS・病原体検出向け低コ
スト紙ベースプラットフォームを披露、市民参加型モニタ
リングへ

概要

Ebic-Hubへの英国環境・食糧・農村地域省（Defra）のイノベーション訪問において、

Dr. Dhiman Chakravartyは、PFAS（永遠の化学物質）および病原体検出のための迅速か
つ低コストな紙ベースプラットフォームに関する研究成果を発表しました。この技術
は、高価な機器や専門知識なしに環境中の有害物質を検出できるポータブル診断ツー

ルとして注目されています。この取り組みは、分散型モニタリングや市民主導のデー
タ収集に貢献し、環境保護における新たなアプローチを提示しています。

公開日 2026年06月03日  Ebic-Hub  イギリス



詳細

主要成果

英国環境・食糧・農村地域省（Defra）のイノベーション訪問において、Ebic-HubのDr.

Dhiman Chakravartyは、PFAS（パーフルオロアルキル化合物）および病原体検出のため
の迅速かつ低コストな紙ベースの検出プラットフォームに関する画期的な研究を発表し
ました。この技術は、従来のラボベースの検査に代わる、現場展開可能な効率的なソリ
ューションを提供することを目指しています。

技術・臨床詳細

発表された紙ベースプラットフォームは、マイクロ流体技術とバイオ認識素子を紙製の
基板に統合したものです。このシステムの主要な技術的特徴は以下の通りです。

紙ベースのマイクロ流体： 特殊加工された紙が、サンプルの流れを制御するマイク
ロ流体チャネルとして機能します。毛細管現象を利用するため、外部ポンプや複雑な
流体制御システムが不要です。

低コストと携帯性： 主要な材料が紙であるため、製造コストが極めて低く、非常に
軽量でポータブルなデバイスとして実現できます。これにより、現場での広範な展開
が可能になります。

迅速な検出： ターゲット物質（PFASまたは病原体）が紙上の認識素子（抗体、アプ
タマーなど）に結合すると、比色変化や蛍光シグナルといった視覚的に識別可能な信
号が数分から数時間以内に生成されます。これにより、迅速なスクリーニングが可能
になります。

PFAS検出： PFAS検出では、PFASに特異的に結合する分子インプリントポリマー
（MIPs）やアプタマーなどが紙基板に固定化され、結合イベントによって色や蛍光
強度が変化するよう設計されています。

病原体検出： 病原体（細菌やウイルスなど）検出では、病原体に特異的な抗体や核
酸プローブが利用され、標的病原体の存在が増幅または直接検出されると、視覚的な
インジケーターが変化します。例えば、CRISPRベースの技術を組み込むことも考え
られます。

このプラットフォームは、高価な機器や専門的な訓練を受けた技術者を必要とせず、水
質、土壌、食品サンプル中の有害物質をスクリーニングできるため、開発途上国やリソ
ースが限られた地域での利用にも適しています。



背景・業界文脈

PFASや病原体による環境汚染は、世界中で公衆衛生と生態系に深刻な脅威を与えていま
す。しかし、これらの汚染物質の検出は、通常、高価で時間がかかるラボベースの分析
に依存しており、迅速な介入や広範囲なモニタリングを妨げています。紙ベースのバイ
オセンサーは、このギャップを埋める低コストかつポータブルなソリューションとして
注目されています。英国Defraの関心は、環境政策におけるイノベーションと、市民科
学の推進を通じて、より効率的で民主的な環境モニタリングを実現しようとする政府の
意図を示唆しています。

今後の展望

Ebic-Hubの紙ベースプラットフォームは、環境モニタリングだけでなく、食料安全保
障、公衆衛生（特に感染症の現場診断）、さらには農業分野での応用も期待されます。
将来的には、複数の汚染物質や病原体を同時に検出できる多重センシング能力の向上、
スマートフォンとの連携によるデータ収集と解析の自動化、およびフィールドテストを
通じた堅牢性と信頼性の検証が課題となるでしょう。この技術が広く普及すれば、市民
が自身の環境に関わるデータに貢献し、より迅速な政策決定と環境保護活動を可能にす
る「市民科学」の推進に大きく寄与するでしょう。

元記事: https://ebicentre.co.uk/defra-innovation-visit/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ebicentre.co.uk/defra-innovation-visit/


#20 MarketsandMarketsブログ：バイオセンサー市場を
牽引するAI、ウェアラブル、非侵襲モニタリング、POCT
など10の将来トレンド

概要

本記事はMarketsandMarketsが発行した市場調査レポートの概要紹介です。世界のバ

イオセンサー市場を定義する10の将来トレンドを概説しており、パーソナライズされ
たヘルスケアにおけるウェアラブルバイオセンサーの拡大、AIの統合、非侵襲的グル
コースモニタリングデバイスの成長、POCT診断の需要増加、ナノテクノロジーベース

のバイオセンサーの進歩が含まれます。さらに、環境モニタリング、食品安全、農業
におけるバイオセンサーの応用拡大についても触れられています。

公開日 2026年06月03日  MarketsandMarkets Blog  インド



詳細

本記事はMarketsandMarketsが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

MarketsandMarketsのブログ記事「バイオセンサー市場を定義する10の将来トレンド」
は、グローバルなバイオセンサー市場の進化を予測し、主要な推進力となるトレンドを
分析しています。このレポートは、2026年以降の市場成長と技術革新の方向性を概説す
ることを目的としています。

主要な調査結果

ウェアラブルバイオセンサーの拡大： パーソナライズされたヘルスケアと継続的な
健康モニタリングへの需要増加により、スマートウォッチ、フィットネスバンド、ス
マートパッチなどのウェアラブルバイオセンサーの市場が急速に拡大しています。こ
れらのデバイスは、心拍数、活動量、睡眠パターン、さらには汗中の生化学マーカー
をリアルタイムで測定します。

AIの統合： 人工知能（AI）と機械学習アルゴリズムは、バイオセンサーから収集さ
れる膨大なデータを解析し、ノイズ除去、パターン認識、異常検出、および疾患予測
モデルの構築を可能にすることで、診断精度と効率を大幅に向上させています。

非侵襲的グルコースモニタリングデバイスの成長： 糖尿病患者のQOL向上と負担軽
減のため、非侵襲的血糖値モニタリング技術（例：スマートコンタクトレンズ、皮膚
パッチ）の開発が活発化しており、大きな市場潜在力を持っています。

POCT（ポイントオブケア検査）診断の需要増加： 迅速な診断結果と分散型ヘルスケ
アへの移行により、POCTデバイスの需要が高まっています。バイオセンサーは、感
染症、心血管疾患、癌などの迅速スクリーニングに不可欠です。

ナノテクノロジーベースのバイオセンサーの進歩： 金ナノ粒子、グラフェン、カー
ボンナノチューブなどのナノ材料は、センサーの感度、選択性、検出限界を劇的に向
上させ、超高感度かつ多重検出を可能にします。

環境モニタリングへの応用拡大： 水質汚染（PFAS、重金属など）、大気汚染、土壌
汚染のリアルタイム検出のためのバイオセンサーが、より普及しています。

食品安全と品質管理： 食品中の病原体、アレルゲン、毒素の迅速検出、および鮮度
モニタリングのためのバイオセンサーの需要が高まっています。



個別化医療の推進： 患者固有のバイオマーカープロファイルに基づいた個別化され
た治療戦略をサポートするため、バイオセンサーが重要な役割を果たします。

IoTとクラウド接続： バイオセンサーデータをIoTエコシステムとクラウドプラット
フォームに統合することで、遠隔患者モニタリングと大規模なデータ分析が可能にな
ります。

バイオセンサー製造技術の革新： 製造コストの削減、スケーラビリティ、生体適合
性の向上に向けた新しい製造技術（例：3Dプリンティング、フレキシブルエレクト
ロニクス）が開発されています。

発行会社について

MarketsandMarketsは、様々な産業分野における市場調査レポートを提供するグローバ
ルな市場調査・コンサルティング会社です。同社は、新興技術、市場規模、成長予測、
競合環境に関する詳細な分析を提供し、企業が戦略的な意思決定を行うのを支援してい
ます。

元記事: https://www.marketsandmarketsblog.com/10-future-trends-that-will-define-the-biosensors-

market.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketsandmarketsblog.com/10-future-trends-that-will-define-the-biosensors-market.html
https://www.marketsandmarketsblog.com/10-future-trends-that-will-define-the-biosensors-market.html


#21 豊橋技術科学大学、産総研、東洋大学がMEMSとグラ
フェンでウイルス総質量と粒子数を同時に簡易測定する多
機能バイオセンサーを開発

概要

豊橋技術科学大学、産業技術総合研究所、東洋大学の研究チームが、MEMSと単層グ

ラフェンを用いた多機能バイオセンサーを開発しました。この電流駆動型共振センサ
ーは、グラフェンに吸着したウイルス粒子の総質量（ゼプトグラムレベル）と粒子数
を同時に測定でき、汚染物質が存在してもコロナウイルスのような標的ウイルスを特

異的に検出することが可能です。この技術は、迅速な感染症診断や環境モニタリング
に革命をもたらし、公衆衛生危機への対応を強化する上で重要な役割を果たすと期待
されます。

公開日 2026年06月04日  Science Japan  日本



詳細

主要成果

豊橋技術科学大学、産業技術総合研究所、東洋大学の研究チームが、MEMS（微小電気
機械システム）と単層グラフェンを統合した多機能バイオセンサーを開発しました。こ
の革新的な電流駆動型共振センサーは、グラフェン表面に吸着したウイルス粒子の「総
質量」と「粒子数」という二つの異なる物理量を同時に、かつ高感度で測定できる能力
を持ちます。これにより、複雑なサンプル中でもコロナウイルスなどの標的ウイルスを
特異的に検出することが可能となり、感染症診断と環境モニタリングに新たな道を開き
ます。

技術・臨床詳細

このバイオセンサーの核心は、以下の技術要素の統合にあります。

MEMS技術： 微小なカンチレバー（片持ち梁）やブリッジ構造を持つ共振器を形成
します。ウイルス粒子がこの共振器に吸着すると、その質量増加により共振周波数が
変化します。この周波数シフトを検出することで、吸着した物質の総質量（ゼプトグ
ラムレベル）を測定します。MEMSは、小型化、高感度化、および大量生産に適して
います。

単層グラフェン： MEMS共振器の表面に単層グラフェンがコーティングされていま
す。グラフェンは、その極めて高い表面積対体積比、優れた電気伝導性、および敏感
な表面特性により、ウイルス粒子を効率的に吸着し、微細な質量変化を検出するのに
貢献します。また、グラフェンのバンドギャップや電気伝導度は、吸着する分子の電
荷や種類によって変化するため、質量測定以外の情報も提供する可能性があります。

電流駆動型共振： センサーは外部からの物理的振動ではなく、電気的な刺激によっ
て共振させられます。これにより、システム全体の小型化と安定性が向上します。共
振周波数の変化だけでなく、共振のQ値（品質係数）や損失の変化も、粒子数や吸着
メカニズムに関する追加情報を提供します。

多機能性： このセンサーは、ウイルス粒子の総質量を測定するだけでなく、グラフ
ェン表面での局所的な相互作用から、吸着したウイルス粒子の数に関する情報も推測
できます。これにより、単なる「存在」の検出だけでなく、「どれくらいの量」が存
在するかをより詳細に把握できます。



特異的検出： グラフェン表面を特定の抗体やアプタマーなどで機能化することで、
コロナウイルスなどの特定の標的ウイルスのみを選択的に吸着・検出することが可能
です。これにより、サンプル中に他の汚染物質が存在しても、目的のウイルスを正確
に識別できます。

この技術は、従来のウイルス検出法（例：PCR、ELISA）と比較して、迅速性、ポータブ
ル性、および費用対効果に優れています。検出限界は、非常に低いウイルス濃度（例：
数十粒子/μL）にも対応し、感染初期段階での診断や環境中の微量ウイルス検出に貢献
します。

背景・業界文脈

感染症のパンデミックは、迅速かつ正確な診断技術の重要性を浮き彫りにしました。特
に、病院や研究室の外で現場展開可能な、低コストで高感度なウイルス検出技術への需
要が高まっています。従来の検出方法は、時間がかかり、複雑な機器や専門知識を必要
とすることが多く、大規模なスクリーニングやリアルタイムモニタリングには限界があ
りました。MEMSとナノ材料、特にグラフェンの融合は、これらの課題を克服し、次世
代のバイオセンサー開発を加速させる主要なトレンドの一つです。

今後の展望

この多機能バイオセンサーは、医療診断（特に感染症のPOCT）、環境モニタリング
（水中のウイルス検出）、食品安全、さらにはバイオテロ対策など、幅広い分野での応
用が期待されます。将来的には、より多様なウイルスや細菌の多重検出能力の統合、セ
ンサーの耐久性と信頼性の向上、およびスマートフォンとの連携によるデータ解析とク
ラウド接続が課題となるでしょう。この技術が商業化され広く普及すれば、公衆衛生危
機への対応能力を大幅に強化し、感染症の早期介入と拡散防止に貢献する強力なツール
となるでしょう。日本発のこの技術は、国際的なヘルスケア技術革新において重要な役
割を果たす可能性を秘めています。

元記事: https://sj.jst.go.jp/news/202606/n0604-04k.html

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sj.jst.go.jp/news/202606/n0604-04k.html


#22 ユタ大学・イリノイ大学シカゴ校が共同開発：カフ不
要の血圧と血流を連続モニタリングするAI駆動型ウェアラ
ブルスマートウォッチで心血管ケアを革新

概要

ユタ大学とイリノイ大学シカゴ校の学際的なチームが、カフ（空気圧帯）なしで血圧

と血流を連続的に測定できる新しいウェアラブルスマートウォッチを開発しました。
このデバイスは、手首の血液の電気的特性を追跡し、物理学とAIを組み合わせて、信
頼性の高い、キャリブレーション不要の心血管健康モニタリングを提供します。これ

は、高血圧やその他の心血管疾患の予防と管理において、患者と医師にリアルタイム
で実用的なデータを提供し、医療負担を軽減する画期的な進歩です。

公開日 2026年06月01日  University of Utah  アメリカ



詳細

主要成果

ユタ大学とイリノイ大学シカゴ校の学際的な研究チームは、カフ（空気圧帯）を必要と
せずに、血圧と血流を連続的に非侵襲で測定できる新しいウェアラブルスマートウォッ
チを開発しました。この画期的なデバイスは、物理学の原理と人工知能（AI）を組み合
わせることで、高精度かつキャリブレーション不要な心血管健康モニタリングを実現
し、心血管疾患管理のパラダイムを変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

このスマートウォッチの核心技術は、手首の動脈に接触する複数の微細なセンサーにあ
ります。これらのセンサーは、血液が手首の動脈を流れる際の電気的特性（例：インピ
ーダンス、導電率）の微細な変化を検出します。具体的には、以下の技術が統合されて
います。

電気インピーダンスプレチスモグラフィー（EIP）： 非常に弱い高周波電流を皮膚に
流し、その際の組織の電気抵抗の変化を測定することで、血管内の血流量の変化を検
出します。血液の容積変化は、血圧変動と密接に関連しています。

機械学習とAIアルゴリズム： センサーから得られる生データをリアルタイムで解析
し、個々のユーザーの生理学的特性に基づいて血圧値と血流パターンを推定します。
AIモデルは、膨大な心血管データから複雑なパターンを学習し、ノイズ除去や精度向
上を実現します。このAIは、個々のユーザーの身体的特徴や活動レベルに応じて動的
に調整されるため、一度設定すればユーザーによる追加のキャリブレーションが不要
となります。

連続モニタリング： 従来のオシロメトリック法（カフ式）が断続的な測定であるの
に対し、このデバイスは、睡眠中や運動中を含む一日を通して血圧と血流を連続的に
モニタリングします。これにより、日内変動や、特定の活動が心血管系に与える影響
を詳細に把握できます。

生体適合性と快適性： ウェアラブルデバイスとしての快適性を最優先に設計されて
おり、皮膚への刺激が少なく、長時間の装着に適しています。



研究チームは、このデバイスが標準的な医療機器と同等の精度で血圧を測定できること
を予備試験で示しており、特に日中活動時や睡眠中の血圧変動を正確に捉える能力が評
価されています。従来の多くのカフ不要血圧計が、定期的なカフ式血圧計とのキャリブ
レーションを必要とするのに対し、このデバイスはキャリブレーション不要という点で
大きな優位性を持っています。

背景・業界文脈

高血圧は、心臓病、脳卒中、腎臓病の主要なリスク因子であり、世界的に数億人が罹患
しています。しかし、その多くが無自覚のまま放置される「サイレントキラー」です。
従来の血圧測定は、病院やクリニックでの定期的な訪問、あるいは家庭用血圧計での断
続的な測定に限定されており、患者の「白衣高血圧」や「仮面高血圧」を見逃す可能性
がありました。また、装着型デバイスは利便性が高い一方で、継続的なキャリブレーシ
ョンの必要性が普及の障壁となっていました。このカフ不要、キャリブレーション不要
の連続モニタリング技術は、これらの課題を克服し、高血圧の早期発見、効率的な管
理、そして予防的ケアを推進する上で極めて重要な進歩です。

今後の展望

このスマートウォッチは、将来的には心血管疾患リスクの層別化、薬物療法の効果モニ
タリング、および遠隔患者モニタリングプログラムにおける中心的なツールとなるでし
ょう。研究チームは、大規模な臨床試験を通じてその有効性と安全性を確認し、FDA承
認を目指す予定です。また、心拍数、活動量、睡眠パターンなど、他の健康指標との統
合により、より包括的なヘルスケアソリューションへと発展する可能性があります。こ
の技術の普及は、患者が自身の心血管健康をより主体的に管理できるようになるだけで
なく、医療提供者がよりパーソナライズされた予防的介入を提供するための強力なツー
ルとなるでしょう。ウェアラブル技術とAIの融合が、個別化医療の進展を加速させる典
型的な例です。

元記事: https://attheu.utah.edu/science-technology/wearable-device-can-continuously-monitor-blood-

pressure-without-the-pesky-cuffs/

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://attheu.utah.edu/science-technology/wearable-device-can-continuously-monitor-blood-pressure-without-the-pesky-cuffs/
https://attheu.utah.edu/science-technology/wearable-device-can-continuously-monitor-blood-pressure-without-the-pesky-cuffs/


#23 Herantis Pharma、パーキンソン病HER-096 Phase
2a試験にIndiviのスマートフォンデジタルバイオマーカー
SynapTrackを導入し客観的疾患評価へ

概要

Herantis Pharmaは、パーキンソン病治療薬HER-096の第2a相試験の設計を最終決定

し、FDAから肯定的なフィードバックを受けました。この試験では、従来の臨床評
価、画像診断、バイオマーカー分析に加え、Indivi社のスマートフォンベースのデジタ
ルバイオマーカープラットフォームSynapTrackを導入します。SynapTrackは、運動、

バランス、認知、視覚、音声などの機能的バイオマーカーを用いて、疾患の進行と治
療反応を客観的かつ継続的に評価し、パーキンソン病の個別化医療を大きく前進させ
るものです。

公開日 2026年06月02日  Biospace (Herantis Pharma press release)  フィンランド



詳細

主要成果

Herantis Pharmaは、パーキンソン病治療薬HER-096の第2a相試験設計を最終決定し、米
国食品医薬品局（FDA）から肯定的なフィードバックを得ました。この試験では、特に
Indivi社のスマートフォンベースのデジタルバイオマーカープラットフォーム
「SynapTrack」を導入し、運動、バランス、認知、視覚、音声などの多様な機能的バイ
オマーカーを用いて、疾患の進行と治療反応を客観的かつ継続的に評価します。これに
より、従来の評価方法では捉えきれなかった患者の状態の微細な変化を検出し、個別化
された治療戦略の開発を加速させることが期待されます。

技術・臨床詳細

HER-096の第2a相試験は、中等度から進行したパーキンソン病患者を対象とし、安全
性、忍容性、薬物動態、および薬力学的な初期有効性を示すことを目的としています。
試験には約60人の患者が参加し、複数の用量群で評価されます。SynapTrackプラットフ
ォームは、以下のデジタルバイオマーカーを測定します。

運動機能： スマートフォンの加速度計やジャイロスコープを用いて、歩行速度、バ
ランス、振戦（ふるえ）の程度、手の器用さなどの客観的なデータを収集します。例
えば、指タッピングテストや歩行テストを通じて、運動症状の重症度を定量的に評価
します。

バランス： 特定の課題における身体の揺れを測定し、転倒リスクや安定性を評価し
ます。

認知機能： スマートフォンアプリ上の簡単なタスクを通じて、注意、記憶、情報処
理速度などの認知バイオマーカーを評価します。

視覚機能： 眼球運動や視覚反応速度に関するデジタルデータも取得し、パーキンソ
ン病に関連する非運動症状を評価します。

音声分析： 患者の声のピッチ、音量、速度、調子の変化を分析し、構音障害や発話
の困難さなどの音声バイオマーカーを特定します。



これらのデジタルバイオマーカーは、患者が自宅で日常的に測定できるため、従来の医
師による診察室での評価よりも頻繁かつ自然な環境下でのデータ収集を可能にします。
これにより、疾患の進行や治療介入による変化のより正確で高解像度なプロファイルが
得られます。SynapTrackのデータは、従来の統一パーキンソン病評価尺度（UPDRS）や
画像診断（PET/SPECTスキャン）、血液・脳脊髄液中の生化学的バイオマーカーと組み
合わせて分析され、HER-096の治療効果を多角的に評価します。

背景・業界文脈

パーキンソン病は進行性の神経変性疾患であり、その症状は患者ごとに大きく異なりま
す。従来の臨床評価は主観的であったり、特定の時点でのスナップショットに過ぎず、
疾患の進行状況や治療反応を正確に捉えることが難しいという課題がありました。デジ
タルバイオマーカーは、スマートフォンやウェアラブルデバイスを通じて客観的かつ継
続的なデータを提供することで、これらの課題を克服し、個別化された診断と治療の実
現に不可欠なツールとして注目されています。特に、遠隔医療の進展に伴い、自宅での
モニタリングの重要性が高まっています。

今後の展望

HER-096の第2a相試験が成功すれば、パーキンソン病の診断と治療モニタリングにおけ
るデジタルバイオマーカーの役割がさらに強化されるでしょう。IndiviのSynapTrackプ
ラットフォームは、パーキンソン病以外の神経変性疾患や精神疾患の評価にも応用され
る可能性を秘めています。今後は、デジタルバイオマーカーの臨床的妥当性のさらなる
確立、規制当局の承認、そして他の治療薬開発における導入拡大が課題となります。こ
の技術は、パーキンソン病患者のQOL向上と、より効果的で個別化された治療法の開発
に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/herantis-reports-positive-fda-feedback-and-finalizes-

phase-2a-study-design-for-her-096

収集日: 2026年06月05日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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